
 

○議長 玉城 勇君 これから本日の会議を開きます。

本日の議事日程は、あらかじめお手元に配付したとお

りであります。 

 

開議（午前10時00分） 

 

日程第１．会議録署名議員の指名 

 

○議長 玉城 勇君 日程第１．会議録署名議員の指

名を行います。本日の会議録署名議員は、会議規則第

127条の規定によって10番 浦崎みゆき議員、11番 宮

城清政議員を指名します。 

 

日程第２．一般質問 

 

○議長 玉城 勇君 日程第２．一般質問を行います。

それでは、通告書のとおり順次発言を許します。14番 

宮城寛諄議員。 

 

〔宮城寛諄議員 登壇〕 

 

○14番 宮城寛諄君 おはようございます。一般質問

を最初にするというのは随分久々でちょっと緊張して

います。プレミアム商品券の販売方法を問うというこ

とで、新型コロナウイルスの感染拡大を防止すると。

それとそれに関する事業についての質問であります。

新型コロナウイルスの感染拡大が深刻化している、そ

ういう中で多くの医療従事者は保健所の皆さん方、ま

さに献身的に奮闘されているということに対して、ま

さに頭の下がる思いであります。また町民もいろいろ

な面で自粛をせざるを得ないと。こういう中での生活

は大変苦労なさっていると思います。また職を失った

方々など生活がままならない状況であると思います。

事業をなさっている方々も営業を継続するのに大変だ

と思います。それの対策といいますか、当町では新型

コロナウイルス感染症対策地方創生臨時交付金事業を

一次、二次とわたって行ってきております。そのこと

に関して評価するものであります。事業の成果はこれ

から精査しなければいけないと思いますけれども、１

つ目はこのプレミアム商品券についてお伺いしたいと

思います。第１弾の１次販売が47％、第２弾の１次販

売は61％の販売となっています。半分程しか売れてな

いというところがありますけれども、ところが２次販

売の時には時間前から並んで、多くの方が購入できな

かったと聞いております。その販売の方法といいます

か、それに問題はなかったのかどうか。その点を最初

にお伺いしたいと思います。２点目には、商品券の額

は500円券のつづりとなっていましたけれども、おつり

がないので使いづらいという声を聞きましたけれども、

皆さん方のところにはそういう声は届いているのかど

うか、お伺いしたいと思います。それから３点目に、

商品券の換金方法はどうなっているのか。営業に支障

はないのかどうか、その点を伺いたいと思います。 

 大きい２点目として、後期高齢者の医療費２割負担

についてお伺いしたいと思います。この２割負担につ

いては、実は新聞でこの一般質問を出す以前から75歳

以上の後期高齢者医療制度が２割負担になるというこ

との報道がされていました。特に８日、９日、10日と

いうふうに新聞の報道が毎日のようにくるくる変わっ

ていくというふうな報道がありました。ちょうど私が

この一般質問を出したのは７日です。だからこういう

ふうな１割から２割に、２倍増にしようとしていると

いうふうな質問にしましたけれども、これまでの、１

２月10日には与党内で170万円以上か、240万円以上か

ということでいろいろ折り合いがつかないと。これは

（２）でもそういうふな質問をしていますけれども、

ところが10日には２割負担年収200万円以上というふう

に折衷案で対象者が約370万人というふうなことが、報

道がされている。それから今朝の新聞では、75歳以上

の医療費２割枠の新設ということで政府がやっている

全世帯型社会保障検討会議で最終報告をまとめたとい

うふうになっています。それを踏まえての質問ではあ

りますけれども、しかしながら、これは７日に出した

質問ですので議長は訂正ならんということですので、

そのとおり質問をしたいと思います。大きい２点目、

後期高齢者の医療費２割負担について。（１）政府は後

期高齢者の医療費窓口負担を１割から２割に、２倍増

にしようとしています。町長はどう考えるか、ご所見

をお伺いします。（２）政府側は年収170万円以上の案、

与党内には240万円以上の意見とあって調整が整わない

ようです。それぞれの対象者は町内でどれほどかお伺

いします。（３）１割から２割負担となると家計への影

響が大きくなり、受診控えが多くなるのではと懸念さ

れます。ご所見をお伺いします。 

 大きい３点目、山川入口バス停周辺のごみの片づけ

を早急にという質問です。（１）この場所の不法投棄に

ついては、これまで何度も片づけをお願いし、南部土

木事務所にも連絡したことがあります。もちろんその

ときには片付けられたりしていますけれども、依然と

してごみの不法投棄が続いております。この地域は誰

が責任を持って片づけるのですか。そして、この責任

者が片付けるまで当町は放置をしておくのですか。こ



 

の件をお伺いしたいと思います。（２）この場所以外に、

このような形でごみが片づけられずに放置されている

ところがありますか。もしあるんでしたら教えてほし

いと思います。私はあちこちドライブへ行ったりもし

ますけれども、県内でも見たことがありません。南風

原町でも見たことありません、特にこういう住宅地、

国道のバス停の近く、こういうところにごみが捨てら

れるところは見たことがないんです。ですからもしあ

るんでしたらこの点をお伺いしたいと思います。よろ

しくお願いします。 

○議長 玉城 勇君 副町長。 

○副町長 国吉真章君 おはようございます。それで

は質問事項１点目のプレミアム商品券の販売方法等の

（１）についてお答えします。第二弾の２次販売は一

日で完売になりました。商品券が予想以上に好評とな

り、長蛇の列をつくり購入できなかった方がいたこと

には心よりおわび申し上げます。本来ならソーシャル

ディスタンスを取り、整理券を手配するなどの配慮を

行う必要があったと思います。今後はさらに商工会、

商品券販売代理店との連携の下改善をし、このような

ことが起こらないようにいたします。 

 （２）についてお答えします。平成27年度のプレミ

アム商品券事業のときは1,000円券を発行しました。そ

のとき500円券を望む声がありましたので今回は500円

券の発行を行いました。使いづらいとの意見は特にあ

りませんでした。 

 （３）についてお答えします。換金期間は令和２年

８月11日より令和３年３月５日まで、換金受付は随時

受け付け、支払いは月に３回行っています。支障があ

るとの意見は特にありませんでした。 

 大きい質問事項２点目の後期高齢者の医療費負担２

割負担について、（１）と（３）については関連してい

るため一括してお答えします。医療保険制度を持続可

能なものにしていくためには重要な課題だと考えます。

窓口負担については、高齢者が必要な医療を受ける機

会の確保と低所得者等に十分配慮していただきたいと

考えております。 

 （２）についてお答えします。後期高齢者医療保険

料の賦課は沖縄県後期高齢者医療広域連合が行ってい

るため、収入ごとの人数は把握できません。 

 ３点目の山川入り口バス停周辺のごみの片づけにつ

いて、（１）についてお答えします。この道路の管理責

任者は沖縄県南部土木事務所となっています。以前か

ら維持管理の要請を行っており、今年度も６月18日、

10月27日に書面にて不法投棄等の撤去、清掃等の維持

管理について要請しております。今後も引き続き要請

を行ってまいります。 

 （２）についてお答えします。ご指摘によるごみが

片づけられずに放置されている場所は、ほかにはあり

ません。以上であります。 

○議長 玉城 勇君 14番 宮城寛諄議員。 

○14番 宮城寛諄君 この件に関しては新聞の投書で

もあったんだけど、長蛇で買えなかったというふうな

ことがありました。ところで、この……何て言います

か、ソーシャルディスタンス云々あるんですけれども、

整理券をやるとかいろいろ方法はあると思いますけれ

ども、町民の皆さん方に、実際には半分程度の皆さん

しか買っていないので、その町民の皆さん方はどうい

う理由で買わなかったのか、それは分かりませんけれ

ども、忘れていたのか、それとも買おうと思ってもお

金がないのか、そういうふうなプレミアム商品券はい

らないと思っていたのか、その辺は分かりませんけれ

ども、少なくとも半分ぐらいしかやっていない。とこ

ろが２次募集になると列をなすというふうなことなん

ですけれども、特にそのときには２倍のものが購入で

きるようになっていましたよね、第一弾も、第二弾も。

そうすると最初のほうで並んでいる人たちが２倍ずつ

買っていくと、やっぱり足りないわけです。そういう

ときでもやはり１次と同じように、早く売って、この

プレミアム商品券を使って店舗の活性化を図るという

か、事業の活性化を図るということが目的だったかも

しれませんけれども、しかし多くの町民に等しく使っ

てもらうということを考えれば、２次販売のときにも

同じように１冊ずつとかというふうにやればよかった

んじゃないのかなというふうに思います。それからそ

こに並んでいる人たちに１次販売のときの券をまだ持っ

ているのであれば、その人たちから優先させるとか。

１次でも購入して、また２次でもやるという、そうい

うことではなくて、１次の販売のときに忘れてしまっ

て買っていなかったと。まだ１次の券を持っていると。

例えばそういう人たちから優先させるとか、いろいろ

あると思いますけれども、それを皆さん方はどういう

ふうにお考えですか。 

○議長 玉城 勇君 産業振興課長。 

○産業振興課長 金城克彦君 お答えいたします。町

民の皆様に平等にというところなんですけれども、町

といたしましては、１次販売ということで10月いっぱ

いの販売期間を設けております。その期間で町民に対

して平等に販売するということで考えております。先

ほどから議員もご承知のとおり、これは町民の方にプ

レミアム率を還元するのと同時に、事業者の方にも支

援するという意味がありますので、この期間を短く捉



 

えて早めに使っていただくという趣旨でこのようになっ

ています。それで２次販売ですけれども、あくまでも

２次販売は売れ残りがある場合ということで商品券引

き換えの通知のはがきにも、町のホームページにも、

そういうことを前提としてやっておりますので、当然

買えない方がいるのは仕方がないことだと思っており

ます。並んで買えない方がいて、いろいろな新聞投書

とかがありましたけれども、その点については先ほど

答弁もいたしましたけれども、極端な話でいいますと、

100名並んでいて80名しか買えなかったという例があっ

た場合、20名の方には前もってそこら辺については買

えない可能性がありますよという周知、お知らせとい

いますか、そういうのがやられていなかったことにつ

いては販売代理店も町のほうとしても反省していると

ころです。今後はこのようなことがないように改善し

ていくような形で取り組んでいきたいと思います。以

上です。 

○議長 玉城 勇君 14番 宮城寛諄議員。 

○14番 宮城寛諄君 残った分を販売するということ

なので、早めにさばこうと思って２倍ずつ売ったのか

もしれませんけれども、その辺はみんなに渡るように

ということで、特にはがきに、要するに倍購入できま

すよと書いてあるから、その日になってそうじゃない

ですと言われたら大変だと思うんですけれども、当初

から１冊ずつとかそういうふうにやればいいんじゃな

いのかなというふうに思います。第１次、第２次とも、

まあ第一弾はしばらくあったのかな。第二弾ではもう

本当に１日でなくなるということがあったんですけれ

ども、その辺はもう少しみんなに行き渡るような形で

のやり方を、１冊ずつやるとかそういうことでいいん

じゃないかなと、是非やってほしいと思います。とこ

ろで第一弾、第二弾で、約半分ぐらいなんですけれど

も、買いたくても買えなかったという方はいたかどう

か、皆さん方把握していますか。もう１番目と２番目

にも入ってくるんですけれども、要するに5,000円のプ

レミアム商品券を3,000円で買うということですけれど

も、その3,000円もないという方の話も聞きました。そ

れと自分は100円、200円の買い物しかしないと。500

円券だとおつりがないというんだったら、自分には使

えないという方の話も聞きました。そういう方もいる

ことは事実なんです。じゃあ、そういう方々には恩典

がないということなのか。皆さん方にはそういうふう

に買いたくても買えないという話は聞いたことがあり

ますか。 

○議長 玉城 勇君 産業振興課長。 

○産業振興課長 金城克彦君 お答えいたします。そ

ういう具体的なお話は役場の町のほうにはありません

でした。でも、この5,000円を3,000円で販売。金額的

にそういう設定になっているのと、500円券ということ

のお話なんですけれども、私どもといたしましては、

やっぱりこういう券を発行するときには細かければ、

当然利用する方には利用しやすいというメリットとい

いますかいいところがありますけれども、やっぱりこ

れは利用する側とそれを取り扱う側、取り扱う側とい

いますと、少額ですと商品券を取り扱うのに精算時に

手間取る、時間がかかりますよね。それと換金のとき

にもそういうふうに事業者のほうに時間がかかるとい

うこともありますので、今後も使う側の意見と、それ

を取り扱う側の意見を見ながら、隣接する町の状況も

見ながらやりたいと思います。ちなみにですけれども、

隣接町村は商品券のほとんどが1,000円券です。例えば

八重瀬町は1,000円券、南城市が500円券と1,000円券の

併用です。クーポン券をしている豊見城市は500円券な

んですけれども、1,000円当たり使える500円券ですの

で1,000円が基準です。それから西原町についても1,000

円券ですので、南風原町の500円券については、数値的

には高いものではないと理解しております。それと5,000

円のものを3,000円で買うということですけれども、そ

れに比べても隣接に比べますと、八重瀬町は１万円の

ものを6,000円で買えますという形。南城市も6,000円

の券を5,000円で買うという形になりますので、南風原

町の5,000円を3,000円という設定については高いほう

にはならないのではないかと考えております。以上で

す。 

○議長 玉城 勇君 14番 宮城寛諄議員。 

○14番 宮城寛諄君 他の町村の例をいろいろ挙げて

もらいましたけれども、私はそういうプレミアム商品

券をみんなが利用できるようにするのが行政でないの

かなと。確かに額が小さければ小さいほど、それをつ

くるときの、印刷代もかかるでしょうし、大変だと思

いますけれども、実際に町民が使うわけですから、使

いやすいのであればそのほうがいいのではないかとい

うふうに思います。いろいろあちこち、八重瀬町など

は１万円券を6,000円で買うと言っているんですけれど

も、もしそれだけだったら大変だと思います、私は。

6,000円の持ち金がなければ買えないわけですから。要

するにそこの軸足をどこに置いてるかということだと

私は思います。確かに産業振興課のほうでは産業を振

興させるわけですから、地域の店舗の活性化をまず最

初に思ってそういう券を発行するということだと思い

ます。しかし、利用するのは町民ですから、利用する

皆さん方のことも十分に考えてやってほしいというふ



 

うに考えます。今後、是非、この辺を検討してほしい

と要望して２番まで終わります。 

 それから３番目ですけれども、商品券の換金につい

て、答弁のほうでは月に３回行っているということで、

随時行っているということでその辺の支障はなかった

ということのようで、その辺で支障がなければそれは

それで結構です。ただ、ほかの県の話ですけれども、

実は新聞にちょっと出たんですね。食事券が増えて現

金が不足というふうな新聞報道がなされて、要するに

換金するのに細かくないというか、要するに期間がね。

それで商品券だけは貯まっていくと。現金商売の人が

現金がないという、そういうふうなこともあったもの

ですから、南風原町はどうなのかなというふうに思い

ました。また以前にもプレミアム商品券をやるときに、

そういうふうに現金が欲しいので商品券が来ても、要

するにプレミアム商品券が来てもこれを現金に換える

のは大変だろうなということで、対象として店が手を

挙げなかったという例も聞いていましたのでそのこと

を質問いたしました。これも特に問題がなかったとい

うことであれば、それはそれで結構であります。月３

回といわずに毎週でも、毎日でも変えられるような形

にしたほうが私はいいと思いますけれども、その辺も

今後検討してください。 

 それから高齢者の医療費２割負担についてお伺いい

たします。今日の新聞では最終報告をまとめて、今日

の閣議決定をして、来年の１月には通常国会に関連法

案を出すというふうなことです。それで町長としては

必要な医療が受けられる機会の確保と、低所得者等に

十分配慮をしていただきたいと。私たちもそういうふ

うに考えています。それが非常に懸念されるところで

す。３番目のこれと、答弁と一緒のことですけれども、

後期高齢者75歳以上といいますと、年金生活がほとん

どだというふうに思います。それと年を取っていくと

けがが多くなる、病院への通院が多くなる。そういう

ことで医療費にかかる割合が非常に多くなるというふ

うになってきます。そういうふうにしますと、本当に

生活を苦しめると。現役世代並みの収入といいますけ

れども、ほとんどが年金に頼らざるを得ないという中

で医療費が増えていくと大変な状況になると思います。

政府のほうではお年寄りの皆さん方も働けるうちに働

いてもらいたい、負担もしてもらいたいという言い方

をされている方もいますけれども、もちろんばりばり

で働いて、若者みたいにできるのであればそれはそれ

でいいんでしょうけれども、しかし、そういう状況で

もないし、後期高齢者の皆さん方に負担を是非避ける

というふうな取組を是非やっていかなければいけない

と思います。それで、実はタイムスの社説があったん

ですけれども、例えば介護保険料、住民税など固定資

産に医療費の増額が加われば、高齢者の生活はますま

す厳しくなると。政治家や行政は高齢者の生活実態を

しっかりと捉え、要するに県民を守るために政府へ、

そして与党へ声を上げるべきだというふうな、これは

タイムスの社説なんですけれども、８日ですね。私も

受診控えにならないかと心配しています。そういう意

味では、来年の通常国会で関連法案が出てくるわけで

すけれども、是非このことは町長もそういう関連のと

ころでもいろんな集まりもあるでしょうし、そういう

組織もあるわけですから、是非声を上げてもらいたい。

そういう高齢者の皆さん方の負担にならないように考

えるべきだということをお願いしたいと思いますけれ

ども、いかがですか。 

○議長 玉城 勇君 町長。 

○町長 赤嶺正之君 宮城寛諄議員のご質問にお答え

をいたします。政治家、行政は高齢者の生活実態をしっ

かり捉えて県民を守る立場から、是非声を上げていた

だきたいというふうな寛諄議員のご所見でございます。

社説にもあるというご質問でございましたけれども、

答弁にもありますように、私もやはり高齢者の皆さん

が受診控えになるんじゃないかなというふうな懸念は

持っております。同時にまた現役世代の負担の軽減と

いうこともあるわけでございまして、なかなか難しい

ところだなと考えているところです。ご質問にありま

したように、私も沖縄県の町村会のメンバーでござい

ますし、機会がありましたらそういったふうな議論に

も加わって意見を述べたいというふうに思っておりま

す。以上でございます。 

○議長 玉城 勇君 14番 宮城寛諄議員。 

○14番 宮城寛諄君 是非やってほしいというふうに

思います。現役世代の負担を下げると国のほうはそう

いうふうにおっしゃっておりますけれども、実際には

何といいますか、国のほうはこれまでずっと１割をやっ

てきたんですね。特にこの後期高齢者医療制度がスター

トしたときには、国庫負担が４５％だったのが、３５％

に減らされると。その分が現役世代に要するに支援と

して国保から、一緒に取るというふうなことがこれま

で来ているわけですけれども、現役世代、原則１割が

続いてきたと。それは政府自身も高齢者が心配なく医

療を受けられる仕組みというふうに強調していたのに、

それがどんどん値上げをされてきているということで、

今社会保障制度のまさに崩壊というか、菅首相の言う

自助だと、共助だと、公助は一番最後、要するに国の

負担は少なくして自分たちでやればというふうなとこ



 

ろがあります。是非その辺は高齢者の皆さんの負担に

ならないように、是非町長も頑張ってほしいと。今の

国の在り方はちょっとおかしいというふうに私は思い

ます。次に移ります。 

 今の対象となる南風原町でどれぐらいかというふう

に聞こうと思っているが、把握できていないというふ

うに……、把握できていないんじゃなくて、把握でき

ないというふうな答弁なんですけれども。国のほうで

は例えば200万円以上とするのは全国で370万人という

ふうに言われています。もちろんもっと上のほうの３

割負担、それを除いてですけれども、単身で383万円以

上は３割と、約７％ぐらいあるそうです。この１割負

担から２割負担にするのが大体23％ほどらしいんです

けれども、370万人。これは南風原町でどれぐらいかと

いうふうな質問なんですけれども、広域連合が行って

いるためということなんですが、広域連合に問い合わ

せたら分かりますかね、じゃあ。この年齢は南風原町

では幾らというふうに。それをちょっとお聞きしたい

と思います。 

○議長 玉城 勇君 国保年金課長。 

○国保年金課長 髙良星一郎君 寛諄議員の質問にお

答えします。市町村から広域連合へはデータを送って

いるんですけれども、広域連合がこういった集計を行

うかどうかはまだ分からないです。以上です。 

○議長 玉城 勇君 14番 宮城寛諄議員。 

○14番 宮城寛諄君 それは南風原町では分からない

と、広域連合がやっているかどうかも分からないみた

いですけれども。ただ国のほうで200万円以上の370万

人というふうな言い方を、国はどこから数字を持って

くると思いますか。これは各地方からの積み上げだと

思うんですよ。だったらその積み上げの一番下のとこ

ろを把握していないとおかしいなと私は思うんですけ

れども、皆さん方はこれを把握していないというんで

すけれども、本当に調べようと思ったら調べられるん

じゃないですか。本当に分かりませんか。 

○議長 玉城 勇君 国保年金課長。 

○国保年金課長 髙良星一郎君 お答えします。先ほ

どと同じになりますが、市町村からはデータ等は送っ

ていますが、その明細の把握につきましては分かりま

せん、以上です。 

○議長 玉城 勇君 14番 宮城寛諄議員。 

○14番 宮城寛諄君 南風原町の後期高齢者の皆さん

方の、要するに保険料を取ってそれを納めると。それ

でトータルで何名分ですというふうにはやると思いま

す。年齢順じゃなくてもね。それで年齢ごとの資料と

いうのは送っていないということですよね。例えば75

歳の人が幾ら、76歳の人が幾らというのは送っていな

いと。特別に送っていないということであればそれは

分からないですよ。皆さん方が調べない限り、トータ

ルで幾らですと、何名分ですというふうにやっている

のかな。もしそうじゃなければ、厳密に調べればでき

ると私は思いますので、それはもうちょっと時間があ

りませんからこれ以上あれしませんけれども、この辺

は詳しく調べれば分からないということはないと思い

ます。そうしないと国は何名いるのか分かりませんか

ら。そういう意味ではちゃんと調べていけば、精査す

れば分かるというふうに思います。課長はそういうす

うにおっしゃっていますので、それはここで切りたい

と思います。 

 次、大きい３番目のほうに行きたいと思います。山

川入り口バス停の周辺のごみの片づけについてお伺い

したいと思います。これはこれまで何度も何度も行っ

てまいりました。その都度、片付けられたりしている

んですけれども、10月にも要請したというふうに、10

月27日に行ったということですけれども、県はその辺

はどういうふうに考えているのかどうか分かりません

けれども、要請したらじゃあ南風原町もその責任者は

南部土木ですから、南部土木事務所が片づけるまでほっ

たらかしと、そのままというふうに皆さん方はお考え

なんですか。10月からじゃないですよ、向こうは。10

月27日にやっているということは、その前からずっと、

いまだにありますよ。ご覧になりましたでしょう、向

こうのごみ。もう今は、奥のほうではあるおじいちゃ

んが夏場から材料をいろいろ持ってきて、夕涼みとい

いますか陰に隠れて座ったりします。今寒いから来て

いないんですけれども、もうすごいです。住みかにし

ているんじゃないかというようなところもあります。

それから河川のほうにはペットボトルの袋が山積みに

捨てられています。それから向かいの飲み屋の歩道に

も物すごいです。それから前回か前々回、好春議員か

ら質問のあった山川に行くところの、向こうにはバイ

クとかいろいろ捨てられています。これはそのままに

しておくんですか、皆さん方は。 

○議長 玉城 勇君 住民環境課長。 

○住民環境課長 宮城広子さん お答えします。ご質

問のある場所は再三問題になって町としても把握して

おります。あちらのほうは、やはり管理責任は県のほ

うになっておりますので、県には６月18日、10月27日

と文書でもやっておりますけれども、電話でもいろい

ろやり取りをしております。なぜ早期に解決できない

かということで文書での回答を今求めています。やは

り道路管理者は県ですので、県のほうで責任を持って



 

片づけていただきたいと思います。 

○議長 玉城 勇君 14番 宮城寛諄議員。 

○14番 宮城寛諄君 県の管理ではあるんですけれど

も、南風原町の町内です。バス停、国道沿い、そうい

うところをあのようにしていいんですか。南風原町と

して片づけることはできないんですか。 

○議長 玉城 勇君 住民環境課長。 

○住民環境課長 宮城広子さん 再三申し上げますけ

れども、管理者は県のほうですので県のほうにお願い

したいと思います。 

○議長 玉城 勇君 14番 宮城寛諄議員。 

○14番 宮城寛諄君 ということは、県が片づけるま

であのようにごみの山をそのままにしておくのかと。

そこ以外には見たことがないと皆さん方もおっしゃっ

ています。ほかにはありませんと。そこだけは県が片

づけるまでそのまま放っておくという理解でよろしい

んですね。皆さん方はそのままとくと、それでよろし

いですか、町長。 

○議長 玉城 勇君 住民環境課長。 

○住民環境課長 宮城広子さん 早期に片づけるよう

に、県のほうに調整していきます。 

○議長 玉城 勇君 休憩します。 

休憩（午前10時42分） 

再開（午前10時53分） 

○議長 玉城 勇君 再開します。 

 通告書のとおり順次発言を許します。３番 岡崎 晋

議員。 

 

〔岡崎 晋議員 登壇〕 

 

○３番 岡崎 晋君 よろしくお願いします。一括質

問し、一括答弁をいただいて、再質問をさせていただ

きます。 

 まず１番目の平和発信と観光事業の継続発展につい

て。代々の、これまでの町長やあるいは関係者の皆様

のご尽力で、沖縄戦の体験を基にこれまで平和文化の

発信事業が続けられ、大きな成果を上げてきておりま

す。私はこれを高く評価いたします。また観光資源の

少ない本町で観光事業がどう発展していけるか、非常

に関心を持っております。先日10月に南風原文化セン

ターが徳島県の中学校の一つのクラスを相手に、中央

公民館でオンライン平和学習の試みがありました。事

前に何かのニュースでこれを知った私はお願いして、

見学させていただきました。そしてこのオンライン学

習の有効性を非常に感じました。その２日後にテレビ

のニュースで見たんですが、沖縄県のガイドの会もオ

ンラインで平和学習を発信したというニュースを見ま

した。こういうことを背景に質問いたします。まず（１）

本町から平和を発信する沖縄陸軍病院壕公開事業や文

化センター活動をどう継続強化していくか。（２）一括

交付金終了後、現行事業をどう継続していくか。（３）

オンラインでの平和学習発信に取組んでほしいがどう

か。（４）限られた観光資源をより活用するために、観

光協会・文化センター・ガイドの会三者の連携を深め、

平和学習事業で修学旅行等の誘致をさらに推進して欲

しいがどうか。（５）20号壕体験学習の見学料見直しや

懐中電灯貸出しの有料化など、収益向上に努めてほし

いがどうか。 

 大きな２番、自治会の集団資源ごみ回収について。

（１）自治会の各種団体に対する報償金の目的は何か。

（２）自治会での資源ごみ回収の現況はどうか。（３）

自治会の資源ごみ回収を継続拡大させてほしいがどう

か。（４）回収業者に支払う委託費を回収団体への報償

金に振り分けることにより本来の目的をより達成でき

るのではないか。 

 大きな３、南風原・与那原バイパスの騒音粉じん対

策について。（１）開通が期待される中、沿線住民には

騒音・粉じん被害の不安が続きます。どんな対策が講

じられるか確認しましたか。①騒音対策はどう講じら

れるか。②粉じん対策はどう講じられるか。③その他

どんな対策が講じられるか。 

 大きな４、コロナ禍での虐待予防について。虐待は

必ずしも子供だけではないんですが、今回は子供への

虐待について伺います。（１）コロナ禍の下で全国的に

子供への虐待が増えています。本町の現状はどうか。

（２）保育園、学校現場からどんな声が届いているか。

（３）国・県から具体的な対策が出ているか。それに

ついて町はどう対応できるか。（４）町に具体的な予防

策はあるか。ご答弁お願いします。 

○議長 玉城 勇君 教育長。 

○教育長 新垣吉紀君 質問事項１点目、平和発信と

観光事業の継続発展についての（１）についてお答え

いたします。文化センター事業のさらなる魅力的な企

画立案やあらゆる機会を通しての情報発信に努め、事

業を展開してまいります。 

 （２）でございます。平和・文化発信に必要な事業

は継続して取り組むとともに、事業や展示方法に工夫

を凝らし修学旅行団を含めた来館者の拡大を図り、財

源確保にも努めてまいります。 

 （３）です。本町主催の子ども平和学習交流事業や

徳島県の牟岐中学校との平和学習ではオンラインで行

いました。今後も幅広く活用してまいります。 



 

 （４）です。これまで以上に観光協会やガイドの会

をはじめとする関係団体と連携を深めるとともに、よ

り魅力的な事業展開を図り、平和学習事業や修学旅行

等の受入れを推進してまいります。 

 続きまして、（５）です。文化センターの持続可能な

事業運営に向け、幅広い視点から財源確保を検討し、

収益向上に努めてまいります。 

○議長 玉城 勇君 副町長。 

○副町長 国吉真章君 質問事項２点目の自治会の集

団資源ごみ回収について。（１）についてお答えします。

ごみの減量、資源化を推進し、それにより生活環境の

保全を図ることを目的とし、南風原町資源ごみ集団回

収事業報償金交付要綱に基づき、一般廃棄物の中から

資源化できるごみを回収する町内の団体に対し、予算

の範囲内で報償金を交付しております。 

 （２）についてお答えします。資源ごみの集団回収

を行う団体として、登録されている自治会は宮平ハイ

ツ自治会のみです。 

 （３）についてお答えします。自治会の資源ごみ回

収の活動については、各自治体の判断で実施するもの

と考えております。 

 （４）についてお答えします。現在、古紙類の処理

委託料の経費削減について調査検討をしており、集団

回収団体への報償金の在り方も含め検討してまいりま

す。 

 質問事項３点目の南風原・与那原バイパスの騒音粉

じん対策について。（１）についてお答えします。南部

国道事務所によると、整備中の南風原バイパス・与那

原バイパスについては、計画前に環境影響調査を行い、

計画道路整備後も環境基準値を超えないとの調査結果

であるため、現時点では騒音、粉じん等に対する環境

対策は講じていないとのことです。しかし、事業完了

後、事後調査を行い基準値を超える調査結果が出た項

目については、騒音等、それぞれの項目に対して対策

を講ずるとの報告を受けております。 

 質問事項４点目のコロナ禍での虐待防止について。

（１）についてお答えします。昨年度、町の虐待関係

の相談件数は195件で、今年度は12月１日時点で210件

となっております。 

 （２）についてお答えします。各現場からは長期間

の臨時休園、休校の際、子どもたちがどのように過ご

しているか心配との声があり、特に気になる子どもた

ちについては回数を増やして電話連絡や、必要に応じ

て家庭訪問を行っている旨の報告がありました。 

 （３）についてお答えします。コロナ禍においての

対策として、子どもの見守り強化アクションプラン、

心のケア等に関することが国から示されており、町で

は各機関と連携し、対応しております。 

 （４）についてお答えします。各関係者や関係機関

が連携し、早期発見と継続的な支援を行うことが予防

策だと考えます。以上であります。 

○議長 玉城 勇君 ３番 岡崎 晋議員。 

○３番 岡崎 晋君 ありがとうございました。１番

目の平和発信と観光事業、心強いご答弁をいただいて

ありがたいと思います。あるガイドさんの縁で徳島県

の中学校とのオンライン平和授業がなされましたけれ

ども、修学旅行が来ると、彼らは、旅行者は、学校は

10分単位のスケジュールで追われます。旅程を組むの

に大変なんですね。ですから、もしオンラインで沖縄

に来る前に座学など、ビデオ学習などができれば、彼

らのここでの行程が随分と助かるんですね、ここでビ

デオや座学などをしないで済むと。もう一つは、その

平和学習をオンラインで広めることによって沖縄に来

たい、南風原に来たいという学校も増えると思うんで

す。ですからそういうことに、これからさらに取り組

んでいただきたいと思うんですけれども、ただそれは

文化センターだけでは大変だろうと思うんですね。産

業振興課の観光協会とかガイドの会とか、そういうと

ころとのさらなる連携が必要だと思うんですけれども、

その必要性を盛られたお答え、回答内容だと私は理解

しております。そういったことを商工会とも一緒に取

り組んでいくことは可能でしょうか。 

○議長 玉城 勇君 生涯学習文化課長。 

○生涯学習文化課長 島袋 健君 ただいまのご提案

ありがとうございます。これまでも観光協会、ガイド

の会をはじめ、文化センター、３者で連携していろい

ろ取組を進めてきたところではありますが、ただいま

ご提案のありました商工会等々も今後協議を重ねて、

一緒になって取り組めることがあるかを含めて、役割

分担等を確認しながらより一層の連携を深めて取り組

んでまいりたいと思います。以上です。 

○議長 玉城 勇君 ３番 岡崎 晋議員。 

○３番 岡崎 晋君 産業振興課のほうではいかがお

考えですか。 

○議長 玉城 勇君 産業振興課長。 

○産業振興課長 金城克彦君 先ほど生涯学習文化課

長からもお話がありましたように、役割分担があると

思いますので、観光協会としての協力は惜しみません

けれども、商工会についてはどういった形で連携でき

るかも含めて、今後調整してまいりたいと思います。 

○議長 玉城 勇君 ３番 岡崎 晋議員。 

○３番 岡崎 晋君 文化センターの皆さん、観光協



 

会の皆さん、いろんな面で頑張っておられます。例え

ば観光協会はこういったら大変恐縮ですけれども、こ

の観光資源の少ない南風原町でよく頑張っておられま

すけれども、本当南風原町で観光協会が必要かという

声を私以前に耳にしたこともあるんですね。だけど、

そういう声がないようにさらに私が質問したように、

お答えいただいたように観光協会、文化センター、そ

してガイドの会などで、あるいは商工会と一緒になっ

て是非文化センターの事業、それから観光協会の事業

を発展させていってほしいんですね。ガイドの会は、

私も多分最初の頃、10年以上前にガイドの養成講座を

受けて修了書をもらっているんですが、それをなくなっ

ているので、その資格が今あるかどうか分かりません

が、今ガイドの会には何名ほど登録されていますか。 

○議長 玉城 勇君 産業振興課長。 

○産業振興課長 金城克彦君 お答えします。大変申

し訳ないです。私のほうでは、その数字については把

握しておりません。以上です。 

○議長 玉城 勇君 ３番 岡崎 晋議員。 

○３番 岡崎 晋君 多分30名ちょっとだと思うんで

すが、ガイドの会の皆さんはこのコロナ禍でなかなか

活動が限られていて、悶々としておられると思います。

ですから先ほど話しました修学旅行、これまでに聞い

た数字ですと去年の実績ですかね、約70校が南風原町

に来てくれています。これをさらに増やしていってほ

しいんですよね、修学旅行。沖縄県が調査した資料に

よると時期が不明ですけれども、沖縄に来る修学旅行

の学校に対してアンケートを行った結果、中学校の８

割、そして高校の６割が修学旅行か課外授業で平和学

習を取り入れているという数値が出ています。ですか

ら、この平和学習あるいは文化の発信というのは、本

町においては今後もさらにニーズが高まっていくと思

います。ですから今日ご答弁いただいたとおり、是非

関係者の皆さんの連携を強めていって、頑張っていた

だきたいと思います。それで文化センターの体制です

ね、オンライン学習を進めていくとなると、現在の人

数、再生でどれぐらいやれるのかなということも気に

なるんですけれども、設備のことも含めて今後の見通

しを教えていただけますか。 

○議長 玉城 勇君 生涯学習文化課長。 

○生涯学習文化課長 島袋 健君 現時点で把握して

いる範囲でお答えいたしますと、まずオンラインを活

用というのがこのコロナ禍において取り組んできた事

例となっております。先ほど議員からもご紹介いただ

きました徳島の牟岐中学校とのオンラインを通した平

和学習のほうも、実はそのときは中央公民館のほうか

ら発信させていただきました。今後はそれを文化セン

ターのほうでも実施できるように、中央公民館の回線

を活用しつつ、その他環境整備は文化センターでも執

り行って、コロナが終息した後でも議員からご提案が

あったように、修学旅行団が事前学習の活用のできる

ツールの一つとして、その辺を活用しつつ、事業に関

しましてはこれからなものですから、まだ具体的な数

値は把握できておりません。それにどんどん受入れを

進めながら、より効率的に事業を展開していきたいと

考えております。以上です。 

○議長 玉城 勇君 ３番 岡崎 晋議員。 

○３番 岡崎 晋君 多分ですね、ただいまの現状の

文化センターの人数の体制で、私が望んでいるオンラ

インの平和学習の発信を広めていくためにはかなりき

ついんじゃないかなと思うんですよ。ですから先ほど

話したガイドの会とか観光協会とか、そういうところ

と一緒になって、是非進めていっていただきたいと思

いますが、教育部長、いかがでしょうか。 

○議長 玉城 勇君 教育部長。 

○教育部長 金城郡浩君 ご提案があるように観光協

会、それからガイドの会も含めて文化センターの職員

だけで受け入れるという形ではなくて、いろんな形で

観光協会が中心になってみたりとかですね、いろんな

形で様々な受入れができるかと考えています。特に人

数的な部分、それから体制的な部分については、先ほ

ど提案があった様々な関係団体がその得意得意なとこ

ろを伸ばしていくような形で対応していけるように今

後考えていきたいと思います。 

○議長 玉城 勇君 ３番 岡崎 晋議員。 

○３番 岡崎 晋君 ありがとうございます。よろし

くお願いします。ついでなので、経済建設部長はいか

がお考えですか。 

○議長 玉城 勇君 経済建設部長。 

○経済建設部長 金城政光君 観光協会、そして商工

会等とも、また教育委員会とも連携して、しっかりこ

の事業が展開できるように連携していきたいと思いま

す。 

○議長 玉城 勇君 ３番 岡崎 晋議員。 

○３番 岡崎 晋君 ありがとうございます。よろし

くお願いします。この質問の最後のほうの、（５）の収

益向上に努めていただきたいということを提案してお

りますが、例えば20号壕のパンフレットですが、ここ

に入場料もあります。町外からの小中学生からは20名

以上の団体に対して、１人50円、あるいはこの壕を利

用なさる皆さん、体験なさる皆さんに懐中電灯を無料

で貸している。例えば身近で言うと糸数のアブチラガ



 

マ、私もかなり前に入りましたが、この20号壕とは規

模が違いますけれども、それでも20分ちょっとで終わっ

たと思います。懐中電灯も必要ですし、向こうでは軍

手も必要でした。アブチラガマでは懐中電灯を100円で

貸し出していて、軍手を１組50円で販売しています。

１人でも多くの方に来ていただきたいと、黄金森にで

すね。そういうお考えで頑張っておられる方もいらっ

しゃいますけれども、ただ懐中電灯などは電池の消耗、

点検が必要ですよね。人手がかかります。私、ホテル

で働いていてロビーや玄関に朝いると、修学旅行生が

出発するときに添乗員さんや先生が「懐中電灯はすぐ

取り出せるようにしておいてください」と大きな声で

しょっちゅう叫んでいます。懐中電灯を100円均一で

買ったかもしれないけれども、携帯を持ってきて持ち

帰るんですよね。それをここで無料でというのはどう

なのかなと。それぐらいは料金いただいてもいいんじゃ

ないのかなと考えますが、いかがですか。 

○議長 玉城 勇君 生涯学習文化課長。 

○生涯学習文化課長 島袋 健君 ただいまのご質問

ですが、先ほどの回答からもありましたように、幅広

い視点から財源確保を検討し、収益向上に努めていく

という観点も含めて、もう少し調査研究させていただ

きながら、先ほど仮にいろんな料金の値上げによって

数が減ってしまったりすると、またそれも逆効果になっ

てしまいますので、総合的に判断しながら、もう少し

調査研究して、検討していきたいとまいりたいと考え

ております。以上です。 

○議長 玉城 勇君 ３番 岡崎 晋議員。 

○３番 岡崎 晋君 ありがとうございます。この１

番の平和文化の発信と観光事業の発展については、私

も非常にこれからも関心を持ち続けて、微力ながら私

も協力できるところはお力になりたいと考えておりま

す。ありがとうございます。 

 ２番目の自治会の集団資源ごみ回収について。報償

金を払っております。実際、各団体が資源ごみを回収

することに対して報償金を払っておりますが、その目

的は何かと伺っておりますが、ごみの減量資源化の促

進、生活環境の保全などを目的に町内の団体に対して

予算の範囲内で報償金を交付しております。（２）の現

況はどうでしょうかということに対して、自治会は宮

平ハイツ自治会だけですというお答えでしたが、私が

伺いたかったのは言葉足らずだったかもしれないけれ

ども、各自治会で子供会、ＰＴＡ、あるいは青年会、

野球少年、そういった団体が集団でごみを回収してい

ます。そういったことを伺っているんですけれども、

もう一度、お答えいただけますか。 

○議長 玉城 勇君 住民環境課長。 

○住民環境課長 宮城広子さん お答えします。子供

会とかＰＴＡ青年会が登録しているのは、自治会と思

われる場所は10か所となっております。現在４か所は

お休みしているということです。 

○議長 玉城 勇君 ３番 岡崎 晋議員。 

○３番 岡崎 晋君 私たちの新川だけでも少年野

球、青年会、ＰＴＡと子ども会は活動していないので、

でも少なくとも２つ、あるいは３つ登録していると思

いますけれども、違いますか。今10か所というお答え

だったので、町内全体で10の団体だけですか。 

○議長 玉城 勇君 住民環境課長。 

○住民環境課長 宮城広子さん お答えします。現在

登録されている団体は79か所です。うち自治会と思わ

れる部分が10か所ということです。先ほどおっしゃっ

ていたのが野球少年とかスポーツクラブとかバレーボー

ルとか、そういったものは数に入れておりません。そ

れは全部入れて79か所という部分の中に入ってきます。

自治会としては振り分けはしておりません。 

○議長 玉城 勇君 ３番 岡崎 晋議員。 

○３番 岡崎 晋君 新川で言えば、今月は子ども会

と、来月は少年野球とか、次は青年会とかそういうふ

うにやってきていました。でも残念ながらこのコロナ

……コロナ禍ではなくて、１月から始まった持ち込み、

運んでいって古紙を売るのに１キロ１円しかしないの

でそれでやめちゃっているんですね、今。アルミ缶だ

けをやっています、新川では。79登録されている団体

のうち、今活動していないのは、今活動しているのは

幾つでしょうか。 

○議長 玉城 勇君 住民環境課長。 

○住民環境課長 宮城広子さん 登録しているのは79

か所ですけれども、活動しているのは55か所で、今年

度申請があったのは40か所になっております。 

○議長 玉城 勇君 ３番 岡崎 晋議員。 

○３番 岡崎 晋君 79というと、約80。今年度とい

うことは４月以降に登録したと思いますけれども、そ

れが40。半分になったということですね。そういう理

解をしているんですけれども。 

○議長 玉城 勇君 住民環境課長。 

○住民環境課長 宮城広子さん 補足します。この79

か所というのは積み上げたというか、以前から登録さ

れている数です。そのうち活動をしているのが55か所

です。こちらのほうは休止とか取消しとか、そういっ

たものを除いての数になっております。これが活動し

ているのが55か所で、うち集団回収をして申請があっ

たのが40か所ということになります。 



 

○議長 玉城 勇君 ３番 岡崎 晋議員。 

○３番 岡崎 晋君 やはり今、活動しているのは40

だと私は思っています。それも新聞紙、古紙をやって

いるかどうかまでは把握できていないですよね、多分。

多くの団体が新聞や段ボールはやっていないと思いま

す。それで、この（３）の質問、（４）の質問……、（４）

の質問のお答えでは、現在古紙類の委託処理料の経費

軽減について調査検討しており、集団回収団体への報

償金の在り方も含め検討してまいりますというお答え

ですが、その前の（３）についてのお答えは、自治会

の資源ごみ回収を継続、拡大させてほしいがどうかと

いう提言に対しては、自治会の資源ごみ回収の活動に

ついては各自治会の判断で実施するものと考えており

ます。この（３）のお答えに私は失望を覚えておりま

す。なぜかというと、集団ごみ回収はただの資金稼ぎ

だけではなくて、資金造成だけではなくて、地域のコ

ミュニティーを形成しております。各家庭が毎週ため

ておいて、その月の決まった日に放送があったりなど

して、その日に出してくれるんですよね。それは協力

なんですよ。これを親子たちで回収する、子ども会や

少年だけでできるわけないから親たちも一緒にやるん

ですね、おじいちゃんたちも手伝う。そういうコミュ

ニティーがあるんですよ。そういう受け継がれてきた

土壌、文化を継続させていただきたいという提言をし

ているんですけれども、自治会の判断で実施するもの

と考えるというのは、私は本当に失望しております。

それを継続させてほしいという働きかけをしてほしい

んですよ。それが報償金や、あるいは委託料の使い方

を考えていただきたいということなんですけれども、

総務部長、私の今の質問、意見に対していかがお考え

ですか。 

○議長 玉城 勇君 総務部長。 

○総務部長 宮平 暢君 先ほど答弁があったとおり、

この回収については各種団体がそれぞれの思いを持っ

て、我々の趣旨、目的に対してやっていますが、各団

体はそれぞれの思いがあるということでやっているも

のと考えておりますので、その団体が自主的に取り組

んで、今後も取り組んでいくものと考えております。 

○議長 玉城 勇君 ３番 岡崎 晋議員。 

○３番 岡崎 晋君 今の報償金と、それから委託料

の現状を教えてください。 

○議長 玉城 勇君 住民環境課長。 

○住民環境課長 宮城広子さん 報償金は１キロに対

して４円です。古紙処理委託料のほうは１キロ７円に

なっております。４月から９月までは６円でしたけれ

ども、10月から値上がりして７円になっております。 

○議長 玉城 勇君 ３番 岡崎 晋議員。 

○３番 岡崎 晋君 集団回収団体の報償金の在り方

を検討してまいりますということですので、それに期

待しております。各自治会で集団改修をしなくなった

から、ワークプラザ南風さんが改修する古紙が増えて

いるわけですね。そこに集まったたくさんの古紙をそ

この利用者たちが分別して東新川にある回収業者が回

収に来る。それがその運搬賃、引き取りの費用が１キ

ロ７円なんですよね。今、集団回収している団体に１

キロ５円ですか４円……４円を払っている。もしこの

団体が持っていって、運んでいって売ったら１円、報

償金と合わせて５円ですね。町は団体には４円払うけ

ども、運んでいく回収業者には７円を払うわけよね。

この３円の差、この使い道を是非有効にしていただき

たいという私のお願いなんですが、いかがでしょうか。

もう一度伺いたいと思います。 

○議長 玉城 勇君 住民環境課長。 

○住民環境課長 宮城広子さん 古紙売りには大分経

費がかかっております。今後は、どうしたほうがいい

かということで、これから調査検討をしていきたいと

思います。 

○議長 玉城 勇君 ３番 岡崎 晋議員。 

○３番 岡崎 晋君 いろんな財政が厳しい中、いろ

いろ予算を縮小したり、自治会への事務委託費を２年

据え置きとか、新川ではその委託費は自治会に入って、

それから区長に払っていますので、自治会の収入も減っ

ています。いろんなところでこういう資源ごみ回収と

いうのは、自治会の地域のパワーになっていると思い

ます、パワーに。ですからそのパワーをさらに、パワー

がそがれないように是非前向きなご検討をお願いいた

します。 

 ３番目、南風原・与那原バイパスの騒音粉じん対策

について伺いました。お答えは事前に調査したところ、

基準を超えることはないということだったので、対策

は現在のところ特に取っていないというお答えです。

それでは改めて伺います。道路から発生する騒音につ

いては、どんな原因があると認識されていますか。 

○議長 玉城 勇君 まちづくり振興課長。 

○まちづくり振興課長 仲里 明君 お答えいたしま

す。騒音としましては、路面の状況に応じてですね、

車の走行が考えられますので、その騒音の低減がなさ

れているという状況ですけれども、南部国道事務所の

ほうでは、先ほどの答弁のとおりでございますけれど

も、騒音とかその他の項目についての環境の基準は一

応クリアしているという事前の調査結果でございます

ので、そのとおりでございます。 



 

○議長 玉城 勇君 ３番 岡崎 晋議員。 

○３番 岡崎 晋君 今の質問にお答えいただいてい

ないと思うんですけれども、事前にどんな調査をした

かは分からないですよね。基準値に収まるということ

をどのような方法で得たのか、数値を得たのか分から

ないですね。住民環境課に伺います。住宅街の騒音環

境測定は年に１回やっていると思いますけれども、町

内のどこでやって、何曜日に、何時頃に、どれぐらい

の時間をやって、そしてその計った時間で何デシベル

以上の音が、どれぐらいであれば基準内なのか。どの

ように観測されているんでしょうか。 

○議長 玉城 勇君 住民環境課長。 

○住民環境課長 宮城広子さん お答えします。町内

でやっているのは年に１回です。場所は３か所になり

ます。津嘉山の国道507号のバイパス道路ですね、スター

バックスの近くです。２点目が宮平のカラオケとまと

の近く。そして３点目が兼城603番地で居酒屋の魚武士

の近くになっております。年に１回なんですけれども、

曜日のほうは決まっておりません。24時間ということ

になりますので、朝の６時から翌日の６時まで、１時

間おきに実施しております。10分間の計測となってお

りまして、全て適正になっておりますので、こちらの

ほうは75デシベル以下になっております、全て。 

○議長 玉城 勇君 ３番 岡崎 晋議員。 

○３番 岡崎 晋君 24時間観測して70を超えたこと

はないということですか。 

○議長 玉城 勇君 住民環境課長。 

○住民環境課長 宮城広子さん 全て超えておりませ

ん。一番高いところで兼城の昼間で69デシベル、一番

低いところが夜間のほうになりますけれども、津嘉山

の57デシベルになっております。 

○議長 玉城 勇君 ３番 岡崎 晋議員。 

○３番 岡崎 晋君 まちづくりのほうへ伺います。

町から、たしか南部国道事務所には要請をされている

んですよね。どんな要請をされたんですか。 

○議長 玉城 勇君 まちづくり振興課長。 

○まちづくり振興課長 仲里 明君 お答えいたしま

す。本町では、南部国道事務所のほうに騒音への対策

として路面の排水性舗装へ変更することの軽減が図ら

れないかとか、状況に応じては防音壁、または落下防

止策が考えられるのではないかということで、南部国

道事務所のほうに要請というか、確認をしております。 

○議長 玉城 勇君 ３番 岡崎 晋議員。 

○３番 岡崎 晋君 先ほどの騒音の原因については

かくとしたお答えがなかったんですが、エンジン音、

排気音、タイヤの路面から、あるいは反射音とかいろ

いろな音があります。今おっしゃった南部国道事務所

に要請したという路面について、排水性舗装というの

があるんですが、この排水性舗装が採用されないとい

うことですけれども、この排水性舗装の効能とか効果

について伺います。 

○議長 玉城 勇君 まちづくり振興課長。 

○まちづくり振興課長 仲里 明君 お答えいたしま

す。一般的にアスファルト舗装には、一般的な密粒度

アスファルトと、それから今議員がおっしゃっていた

ような排水性舗装というふうな、大まかに区分される

かと思います。それで一般的に申しますと、乗用車で

時速100キロで走行したときに9.5デシベルが排水性舗

装をすることによって６デシベルまで低下するという

ことで、約36％ぐらいが軽減図られるというふうな状

況です。それから大型車両での時速80キロで走行した

場合については、6.5デシベルが3.5デシベルまで低下

しますので、約46％の軽減が図れるというふうな試算

もされているようです。以上です。 

○議長 玉城 勇君 ３番 岡崎 晋議員。 

○３番 岡崎 晋君 すみません、排水性舗装という

ものについて、もう一度どういうものなのか教えてく

ださい。 

○議長 玉城 勇君 まちづくり振興課長。 

○まちづくり振興課長 仲里 明君 一般の舗装と比

べまして、排水性ですので、空隙があって水を浸透し

ていくというふうな構造、材料となっております。以

上です。 

○議長 玉城 勇君 ３番 岡崎 晋議員。 

○３番 岡崎 晋君 それで先ほどおっしゃった吸音

効果もあるので、消音効果も高いので排水性舗装が本

当は望ましいんですね。だけど、それができなかった。

それを検討するということも、南部国道は私の質問で

は聞き終えていたんですけれども、それができないと

いうことはどうしてでしょうか。 

○議長 玉城 勇君 まちづくり振興課長。 

○まちづくり振興課長 仲里 明君 答弁の内容にも

ございますけれども、今南部国道事務所のほうでは、

環境影響評価をしていまして、その中で基準値を超え

ないというふうな事前の評価をしていますので、それ

に基づいて排水性舗装は今のところ必要ないという状

況です。 

○議長 玉城 勇君 ３番 岡崎 晋議員。 

○３番 岡崎 晋君 騒音には道路、舗装と舗装のつ

なぎ目、ジョイントも所によってはぱたぱたぱたと音

もしますけれども、このバイパスではジョイント部分

はどうなるんでしょう。 



 

○議長 玉城 勇君 まちづくり振興課長。 

○まちづくり振興課長 仲里 明君 お答えいたしま

す。今議員の質問に関しては把握をしておりませんの

で、南部国道事務所のほうに確認していきたいと思っ

ております。以上です。 

○議長 玉城 勇君 ３番 岡崎 晋議員。 

○３番 岡崎 晋君 このバイパスは、イオン南風原

店から新川十字路の直前100メートルぐらいまで上り坂

が続きます。当然、中型車両、大型車両の通行が増え

ます。この上り坂を加速して上がっていくんですね。

あそこは左側も右側も丘になっていて、谷間になりま

す。もしも開通後に住民から要請があれば、自治会か

ら要請が出たら、町あるいは南部国道事務所が住民の

皆さん立ち会いでこの環境測定をやっていただけます

か。 

○議長 玉城 勇君 まちづくり振興課長。 

○まちづくり振興課長 仲里 明君 お答えいたしま

す。ただいまのご質問ですけれども、もちろん町とし

ましては、地域住民からのこういった調査に対する立

ち会いとか要望がございましたら、南部国道事務所の

ほうに、町のほうから立ち会いを要望していきたいと

考えております。 

○議長 玉城 勇君 ３番 岡崎 晋議員。 

○３番 岡崎 晋君 南部国道さんは、事業の前には

ちゃんと住民説明会をやりましたと当然の答えでしょ

うけれども、その説明会で住民から出てきた質問や不

安などに対してはどう解決できるのか、したのか分か

らないですよね。ただ基準には達しないという答えだ

けで。ですから、今私が最後に聞いた住民からもし要

望があれば、是非住民立ち会いで観測ができるように

お取計らいをお願いします。 

 ４番目のコロナ禍での子供への虐待予防について。

数字がありました、前年は195だったんですけれども、

今年は12月１日時点で210ですか、この数字については

いかが思われますか。 

○議長 玉城 勇君 こども課長。 

○こども課長 儀間博嗣君 お答えいたします。前年

度は年間を通して195件、現在12月１日時点では210件

となっておりますので、件数自体は増えているものだ

という認識でございます。 

○議長 玉城 勇君 ３番 岡崎 晋議員。 

○３番 岡崎 晋君 ＮＨＫの調査では１月、６月で

10％増えているそうです。全国の児童相談所が対応し

た件数です。10％増えたと。５月だけは休校などの影

響もあって、５月だけは前年より減ったんですけれど

も、６か月間で10％増えたと。１月、２月はそれほど

影響はなかったと思うので、３月以後の、３月から６

月の間で相当に増えたと思います。これ10％というの

は６か月間ですから。ですから、対応しただけでもこ

れだけ増えていますから、対応できていない潜在して

いる事例が多々あるんだろうと危惧されます。予防に

ついてどのような対策が取れるのか、取っていただけ

るのか伺っていますが、子供の見守り強化アクション

プラン、心のケアなどに関することが国から示されて

いると。町は各機関と連携して対応していますと。私

は、特に虐待については、対症療法よりも事前の予防

がより大切だと考えています。対症療法というのは何

にしろ、目に見えて結果が現れますから相手に喜んで

もらいますので、すぐに。だけどもこの予防というこ

とはなかなか難しいことです。こども課だけではでき

ることではないと思うんですけれども。ちょっと話が

それますけれども、４日前のテレビのニュースで、妊

娠中あるいは産後にうつになる方が通常は１割だそう

です。だけどもこのコロナ禍で３割になっていると。

親たちや家族の中での不安や焦り、いろんなことが子

どもたちに向かっているんですね、今。それを予防し

ていただきたいというのが私の４番目の、予防に力を

入れていただきたいというのが４番目の質問ですが、

こども課だけで対応できることではないと思っていま

す。当然、私が最初の頃、ここに立った頃に申し上げ

たように、教育と福祉は切り離せないと考えています。

当然この予防策というのは１年でできるとは考えてい

ません。１年か、あるいはそれ以上かけてネットワー

クなりを構築していかないといけないと思っています。 

○議長 玉城 勇君 これにて質問を終わります。 

 休憩します。 

休憩（午前11時45分） 

再開（午後０時57分） 

○議長 玉城 勇君 再開します。 

 通告書のとおり順次発言を許します。８番 照屋仁

士議員。 

 

〔照屋仁士議員 登壇〕 

 

○８番 照屋仁士君 それでは午後の一般質問を進め

させていただきたいと思います。まず大きな１点目で

あります。第三次財政健全化計画を説明せよ、であり

ます。前回９月定例会では、この問題に対して13点の

質疑をしたんですけれども、内容についてはほぼ時間

切れでした。前回を振り返りつつ、少し追加をして、

掘り下げていきたいと思います。財政計画について、

私の視点で申し上げますと、中期財政計画は残念なが



 

ら破綻をしてしまい、急遽それを踏襲、修正した計画

であると考えています。町当局は、一貫して状況が変

わった、反省はない、やむを得ない対策という視点、

姿勢に対し、私は疑問を感じます。繰り返しになりま

すが、私自身もこのような財政状況、現状を生んでし

まった。また財政悪化を止められなかった責任を痛感

しています。だからこそ状況判断の誤りは認め、結果

責任を反省し、新たな視点を取り入れながら財政健全

化を進めてほしいというのが質問の趣旨であります。

答弁に当たり、全て町長が答弁していると理解をしま

す。重要と思われる質問には、是非町長自らご答弁を

いただければと思います。（１）９月議会での答弁を検

証し、訂正するところはないか伺います。（２）手数料・

使用料の適正化について、見直し項目は一般会計で56

項目と答弁がありましたが、令和２年度予算で見直し

た項目は何か、特会も含め歳入歳出、それぞれ具体的

に説明をしてください。（３）学校給食費の見直しの効

果について説明をお願いします。（４）企業誘致と町内

企業の育成について伺います。（５）ＰＰＰ／ＰＦＩ／

ネーミングライツ／広告導入の進捗について伺います。

（６）給食センター整備の方向性を伺います。（７）幼

稚園の民営化は時期尚早ではないか伺います。（８）業

務改善による経費削減とあります。メーター管理や電

力入札などに取り組む考えはないか伺います。（９）こ

の計画の実行に当たり、議会や町民への説明責任をこ

れまで以上に果たすとともに、計画にあってもやめる

べきはやめる。町民生活に十分配慮すべきと考えるが

どうか伺います。よろしくお願いします。 

○議長 玉城 勇君 副町長。 

○副町長 国吉真章君 質問事項１、第三次財政健全

化計画を説明せよ。（１）についてお答えします。訂正

するところはありませんが、今後も第三次財政健全化

計画の推進については、新型コロナウイルス感染拡大

の影響や本町を取り巻く情勢等を総合的に判断し、進

めていきたいと考えております。 

 （２）についてお答えします。令和２年度より見直

した項目は一般会計の歳入で学校給食費と宮平保育所

職員給食費、歳出では①児童館ファミリークラブ補助

金、②婦人がん健診事業、③はり、きゅう、あん摩、

マッサージ補助金、④骨粗しょう症健診補助金、⑤高

齢者祝金、⑥予防接種医師委託料(高齢者インフルエン

ザの予防接種自己負担金)、⑦要保護・準要保護支援事

業、⑧ふる博実行委員会補助金、国保特会の歳出で⑨

はり、きゅう、あん摩、マッサージ補助金となってい

ます。なお、質問に見直し項目は一般会計で56項目と

答弁があったとありますが、手数料・使用料の項目が

56項目となっており見直し項目ではありません。 

 （４）についてお答えします。企業誘致については、

企業進出を後押しするため減免措置を行うことや特措

法の活用を行い、今現在２事業者と具体的な企業誘致

を進めております。町内企業の育成については、町事

業での育成を図りつつ、町商工会と連携して企業育成

を図ってまいります。 

 （５）についてであります。ＰＰＰ・ＰＦＩについ

ては、現段階で対象財産はありませんが、他市町村の

事例も参考に活用可能な財産がないか今後も検討しま

す。また、黄金森公園を対象としたネーミングライツ

の導入については、現在、近隣市町村の調査、サウン

ディングに向けた調整を行っているところです。広告

導入の取組として、令和２年１月より町民ホールへ設

置している庁舎案内板、住民環境課番号呼び出し機を

活用した広告を導入しております。 

 （８）についてお答えします。第三次財政健全化計

画において、コスト意識に根ざした業務改善、歳出削

減の具体的な取組として電力供給に関する入札を実施

し電気料金の削減を図ることとしており、現在、入札

実施に向けて準備を進めております。また、エアコン

の推奨温度の徹底等省エネ活動を引き続き実施し、光

熱水費の抑制を図ってまいります。上記の取組により

歳出額の削減に取り組みますが、新たな設備投資費用

が発生する電力使用量を確認するためのメーターの増

設は予定しておりません。 

 （９）についてお答えします。第三次財政健全化計

画の推進については、新型コロナウイルス感染拡大の

影響や本町を取り巻く情勢等を総合的に判断し進めて

いきたいと考えております。 

○議長 玉城 勇君 教育長。 

○教育長 新垣吉紀君 質問事項１点目の（３）につ

いてお答えいたします。令和元年４月の学校給食費の

改定に当たり、県産・国産の使用、旬の食材をはじめ、

季節の果物やデザート等の提供回数の増加、町産品を

使用した郷土料理や行事食の取組など、献立内容の充

実につながっております。 

 続きまして、（６）でございます。学校給食共同調理

場の今後の在り方について、給食提供数の見込み値を

推計し、調理能力、また学校給食の目的とする安心安

全な給食を提供するために必要な施設規模や設備につ

いて検討をしております。 

 （７）についてでございます。現在の町立幼稚園を

保護者の就労に関係なく３歳児から５歳児まで継続し

た教育・保育の一体的提供や幼稚園と預かり保育の手

続きを一本化できる認定こども園化を、一部公設民営



 

化も含めて検討してまいります。健全化計画では、移

行時期を令和４年度を目標としておりますが、保護者

を含め広く意見を拝聴しながら取り組んでまいります。 

○議長 玉城 勇君 ８番 照屋仁士議員。 

○８番 照屋仁士君 それでは、まず（１）ですけれ

ども、前回の質問の中で確認してきたものを再度確認

したいと思います。中期財政計画の財政シミュレーショ

ンは既に大きく変化しているというふうに前回答弁さ

れています。一方で、中期財政計画について破綻はし

ていないという答弁もありました。２つの計画が同時

進行しているのか、それとも中期財政計画の内容は期

間も重なっている、この第三次財政健全化計画に引き

継がれているのか。私は後者というふうに理解してい

ますが、その理解でよろしいかをお答えください。 

○議長 玉城 勇君 企画財政課長。 

○企画財政課長 与那嶺秀勝君 お答えします。財政

状況は新たな制度の導入や緊急的な対応などにより影

響を受けることから、情勢の変化に柔軟に対応すべく

随時見直しを行うとしているため、破綻したとは考え

ておりません。議員おっしゃるとおり、シミュレーショ

ンで想定していなかった状況の変化が生じたことから、

中期財政計画を見直し、その計画方針を踏襲し、引き

続き新たな財政負担に対応していくため、第三次財政

健全化計画を策定しています。以上です。 

○議長 玉城 勇君 ８番 照屋仁士議員。 

○８番 照屋仁士君 国民健康保険税についてですけ

れども、令和４年度まではさらなる値上げはしない。

その後、値上げはやむなしと町長は答えていますが、

その理解でよろしいですか、お答えください。 

○議長 玉城 勇君 国保年金課長。 

○国保年金課長 髙良星一郎君 仁士議員のご質問に

お答えします。国民健康保険税につきましては、税率

につきましては毎年度検証を行い調査した後、今後検

討してまいります。以上です。 

○議長 玉城 勇君 ８番 照屋仁士議員。 

○８番 照屋仁士君 次に起債、つまり借金を伴う偉

業の優先順位についてですが、実施計画で判断できる

と答弁されています。さらには計画16ページには、実

施計画に基づかない事業の導入を行わないとも記載が

あります。その一方でクーラー設置ですとかＧＩＧＡ

スクールなど、これまでの答弁や計画と矛盾するとい

う点がありますが、どういう考え方か教えてください。 

○議長 玉城 勇君 企画財政課長。 

○企画財政課長 与那嶺秀勝君 お答えします。前回

答弁では、町民の生活に直結する緊急性、重要性の高

い事業を優先に考え、より有利な条件の起債を選択す

るなど、総合的に判断すると答弁しています。基本的

には実施計画に基づく事業を導入しますが、クーラー

設置やＧＩＧＡスクールのように国の補正予算により、

その時期に実施しないとより有利な財源活用ができな

いことなどから、緊急的に対応している事業もありま

すので、矛盾はしていないものと考えております。以

上です。 

○議長 玉城 勇君 ８番 照屋仁士議員。 

○８番 照屋仁士君 人件費についてですけれども、

削減や抑制ありきではなく、まずは住民サービスを基

本に増減を検討するという理解でよろしいですか、お

答えください。 

○議長 玉城 勇君 企画財政課長。 

○企画財政課長 与那嶺秀勝君 お答えします。議員

おっしゃるとおり、住民サービスを基本に職員の配置

を検討しています。以上です。 

○議長 玉城 勇君 ８番 照屋仁士議員。 

○８番 照屋仁士君 こども医療費について、医療費

無償化は見直しも検討と記載されていますが、令和４

年までは継続事業として続けていく。それでよろしい

ですかお答えください。 

○議長 玉城 勇君 こども課長。 

○こども課長 儀間博嗣君 お答えいたします。こど

も医療費助成事業においては、先日報道でありました

とおり、通院医療費の補助対象が小学校、中学校まで

年齢拡充されたと沖縄県の発表がございました。よっ

て、南風原町においても令和４年度までこども医療費

の現行の無償化においては継続できるものと考えてお

ります。 

○議長 玉城 勇君 ８番 照屋仁士議員。 

○８番 照屋仁士君 次に各種補助金の減額について

ですが、財政健全化後も一律に元に戻すわけではない。

費用対効果で増減を考慮する。それでよろしいかお答

えください。 

○議長 玉城 勇君 町長。 

○町長 赤嶺正之君 お答えいたします。各種補助金

に関してでございますけれども、基本的には元に戻す

場合は費用対効果も勘案しながらということになると

思います。ただ各種団体、老人会、女性会、青年会と

かの各種団体につきましては、各種団体の実績報告書

あるいはまた活動内容等も参考にしながら、基本的に

は可能な限り活動を支援するという立場から元に戻し

たいんですけれども、いかんせん財政の事情がござい

ますので、活動状況を見せてもらったりとか決算の状

況を参考にさせていただきたいとか。それからそれ以

外の補助事業に関しましては、もちろん費用対効果を



 

確認したいというふうな趣旨でございますので、よろ

しくお願いいたします。 

○議長 玉城 勇君 ８番 照屋仁士議員。 

○８番 照屋仁士君 次に町長の公約でもあった町民

体育館の建設については、計画はない。それでよろし

いですか、お答えください。 

○議長 玉城 勇君 町長。 

○町長 赤嶺正之君 町民体育館の件に関しましては、

公約というような形で、私どもの方針といいますか、

方向性を示してきたわけでございますけれども、さき

の定例会でのご質問に関しましては、第三次財政健全

化計画に関する事業の計画のご質問でございましたの

で、こちらとしましては、計画期間が令和２年から令

和４年までの平成元年度の実施計画、これが今生きて

いるわけですから、令和２年度の実施計画の計画期間

が令和４年から令和６年の期間でございます。これは

今決裁中でございまして、答弁といたしましては令和

元年度の実施計画を基に答弁をさせていただいたもの

ですから、現段階では具体的な計画はありませんとい

うふうな答弁になりました。ちょっと説明が不十分で

ございましたので申し訳ないですけれども、改めて答

弁をいたすわけですけれども。町民体育館に関しまし

ては黄金森公園の区域が町立公民館の文化センターの

前の道路の整備によりまして、面積が削られたので改

めて拡張するわけでございますけれども、その拡張す

る面積とかどちら側に拡張するか、あるいはまた拡張

する面積の中にどういった施設を張りつけるかとか、

そういった検討をしなくてはいけません。当然私の計

画といたしましては、施設の内容は町民体育館だとい

うふうに認識をしておりますけれども、それに関しま

しても面積、整備の場所、あるいはまた施設の内容等々、

それを検討するために検討委員会は早めにスタートさ

せたいと。これは議会もご承知かと思いますけれども、

令和２年度の予算に工種の費用弁償は計上してありま

すので、年度内には審議会をスタートさせて議論をし

ていただきたいと。あくまでもこれは案の段階でござ

いましてまだ決裁はしておりませんけれども、令和４

年度から令和６年度までの計画期間の令和２年度実施

計画の中には用地費とか、あるいはまた設計費とか、

そういった具体的な数字が出てくるというふうに考え

ておりますので、そのようにご理解をいただきたいと

いうことでございます。以上です。 

○議長 玉城 勇君 ８番 照屋仁士議員。 

○８番 照屋仁士君 これまでは９月議会の答弁内容

を確認してまいりました。（２）に移りたいと思います。 

 答弁では、歳入で２項目、令和２年度での改正点で

すね。歳出で９項目という答弁をいただいています。

この内容について、ここから（２）以降は項目ごとに

掘り下げたいと思いますが、次年度についても見直し

を検討している項目、どういった項目であるのか教え

ていただきたいと思います。 

○議長 玉城 勇君 企画財政課長。 

○企画財政課長 与那嶺秀勝君 お答えします。現段

階で見直しを検討している項目はございません。以上

です。 

○議長 玉城 勇君 ８番 照屋仁士議員。 

○８番 照屋仁士君 ありがとうございます。最初の

答弁でもあったように、56項目、様々な手数料とかそ

ういった項目がある中で、トータルで行くと11項目、

見直されたわけですね、現状でもですね。やはり、こ

れは前回も私申し上げましたけれども、この見直しに

関してサービスを切り下げる、そういった場合には積

み上げていったものを下ろすわけですから、しっかり

と町民に説明をするべきだと思います。またその内容

についても、受益者負担、町単独補助の廃止、また他

市町村並みという、こういった内容ではなくて、やは

り新たなサービスへと転換していく、そういった視点

が必要じゃないかというふうに提案をしています。そ

の点について、町長はどう考えるかお答えいただけれ

ばと思います。 

○議長 玉城 勇君 町長。 

○町長 赤嶺正之君 お答えいたします。新たなサー

ビスへの転換というようなこと、確かに議員ご指摘の

とおり必要な方向性ではあると考えております。ただ、

しかし財政の状況が今後どうなるか分からないという

部分もございますので、新たな財政負担が生じるサー

ビスとか、そういったふうなものはまた十分に検討さ

せていただきたいなと考えております。町といたしま

しては、基本的にスクラップ・アンド・ビルドでござ

いますので、やはり新たなサービスも議員ご指摘のよ

うに選択肢の一つだということでご理解をお願いした

いと思います。 

○議長 玉城 勇君 ８番 照屋仁士議員。 

○８番 照屋仁士君 ありがとうございます。 

 次に（３）です。学校給食の見直しについてですけ

れども、充実したという答弁でありました。以前から

この学校給食については赤字補塡というか、町財政か

らの持ち出しもあったわけです。それがどういうふう

に変化していくのか。また今後も食材の価額変動は想

定をされます。その場合に給食費へどう転嫁していく

のか、現時点での考え方を教えていただきたいと思い

ます。 



 

○議長 玉城 勇君 教育総務課長。 

○教育総務課長 比嘉純子さん お答えいたします。

一般財源からの補塡という意味では、令和元年度の実

績から申しますと、給食賄い費が２億3,102万5,717円

ありまして、給食費収入額が２億2,513万2,170円あり

ます。その差額、一般財源補塡額が589万3,547円になっ

ています。未納額というものがそのまま賄い材料費の

補塡ということになっております。食材の価格変動の

際は、給食費への転嫁をどう対応するかについてです

が、今回の学校給食費の改定は消費税の引き上げ、物

価の上昇とかが契機になったものですけれども、学校

給食の費用や地元食材の利用促進、栄養量等を内容が

適正なものとなるように、必要に応じて南風原町学校

給食共同調理場運営委員会で検討していきたいと思っ

ております。 

○議長 玉城 勇君 ８番 照屋仁士議員。 

○８番 照屋仁士君 今の答弁で行くと、赤字補塡に

ついては未納がなければ大丈夫だと。また食材の価格

転嫁も物価の変動で転嫁するものではないと、そうい

うふうに聞こえますけれども、それでよろしいですか。 

○議長 玉城 勇君 教育総務課長。 

○教育総務課長 比嘉純子さん 補塡のものですが、

未納……、価格変動で給食費に転嫁するということは

直接的には考えておりません。 

［照屋仁士議員より「休憩願います」の声あり］ 

○議長 玉城 勇君 休憩します。 

休憩（午後１時22分） 

再開（午後１時23分） 

○議長 玉城 勇君 再開します。教育総務課長。 

○教育総務課長 比嘉純子さん お答えします。未納

がなかったら補塡はないということになっております。 

○議長 玉城 勇君 ８番 照屋仁士議員。 

○８番 照屋仁士君 次に（４）ですが、企業誘致を

進めているという答弁であります。企業誘致について

は当然必要だと考えますけれども、町内企業が転出し

ないような対策、守り育てる、そういった新たな政策

も検討するべきと考えますが、いかがでしょうか。 

○議長 玉城 勇君 産業振興課長。 

○産業振興課長 金城克彦君 議員のおっしゃるとお

り企業誘致だけではなくて、企業が転出しないという

ことはとても重要なことだと思っています。先ほど答

弁もしましたけれども、企業の後押しをするために減

免措置をしていますということですけれども、現在、

５つの減免措置の対策を取っています。来年度、沖振

法が見直されるということで、また新たに６番目とい

いますか、読み上げます。国際物流拠点産業集積地域

というのに、是非南風原町のほうも組み込んでほしい

ということで今働きかけをしています。それと企業が

来たり、町内企業が規模拡大するときには土地が必要

になると思うんですけれども、それについても南風原

町の総合計画のほうで、土地利用の計画で南風原南イ

ンター付近を新規産業集積ゾーンということで指定し

て企業誘致に努めていますけれども、現在、具体的に

照屋地区のほうは組合施工で区画整理等の整備ができ

ないかどうかということで取り組んでいる最中であり

ます。以上です。 

○議長 玉城 勇君 ８番 照屋仁士議員。 

○８番 照屋仁士君 （５）は分かりましたので、飛

ばして（６）に行きたいと思います。 

 給食センター整備の方向性ですけれども、この計画、

第三次財政健全化計画の中では令和３年度までに検討

というふうにあります。前回の答弁ではケース別に検

討中という答弁もありました。地産地消や食育を考え

た場合、現在のセンター方式以外にも様々な方法を検

討すべきという、そういった問題点から私は給食レス

トランという歳入を増やす策を提案しました。現在進

めている具体的な検討内容について少し補足して教え

てください。 

○議長 玉城 勇君 教育総務課長。 

○教育総務課長 比嘉純子さん お答えします。現在、

学校給食共同調理場の今後の在り方について、一番は

学校給食の目的とするより安心、安全な給食を提供す

るために必要な規模や設備等について、学校給食共同

調理場運営委員会で検討しております。前回答弁した

中でケース別というのはですね、給食数の増加に対応

するために調理スペースを当面の間、対応した場合と

か10年後を見据えてどれぐらい設備等が必要なのかと

か、10年後から20年後に建替えしたほうがいいのかな

ど、シミュレーションをしている段階でございます。 

○議長 玉城 勇君 ８番 照屋仁士議員。 

○８番 照屋仁士君 今の答弁で行くとセンター方式

一本で考えていると、それ以外の検討はしていないと

いうことでよろしいですか。 

○議長 玉城 勇君 教育総務課長。 

○教育総務課長 比嘉純子さん これから学校給食共

同調理場運営委員会のほうで検討すると思っておりま

す。 

○議長 玉城 勇君 ８番 照屋仁士議員。 

○８番 照屋仁士君 これは計画、先ほども言いまし

たが、令和３年度までに検討というふうにあります。

次年度ですから、次年度中にはある程度、この計画の

背景とかどういったものになる、そういった形が少し



 

見えてくるのかどうか、その辺も教えていただけます

か。 

○議長 玉城 勇君 教育総務課長。 

○教育総務課長 比嘉純子さん お答えします。方向

性については見えてくると思います。 

○議長 玉城 勇君 ８番 照屋仁士議員。 

○８番 照屋仁士君 趣旨としては、令和３年度と直

近まで迫っているものですから、どういう形でつくる

のかというのが早急に決められてしまわないかなとい

うのがちょっと心配です。方向性という答弁でしたの

で、少し経緯を見守りたいと思います。 

 次に（７）に行きたいと思います。幼稚園の民営化

ですけれども、答弁では一部公設民営化も含めという

ようなちょっと抽象的な内容になっていますが、これ

についてこれまで何度も公立幼稚園についてこども園

化してはどうかという議員からの指摘も、いろいろ提

案もありましたが、現在でも実質的な機能は満たされ

ているというふうに答弁で何度も否定をしております。

これについて、これまでの方針と変わるわけですけれ

ども、方針を転換する。そういった考えでよろしいで

すか。 

○議長 玉城 勇君 学校教育課長。 

○学校教育課長 宮良泰子さん お答えいたします。

これまでプロジェクトチームのほうでも公立幼稚園を

３歳児から５歳児まで受け入れる認定こども園に移行

できないかということを検討してまいりました。その

中で平成30年度からの認定こども園の移行については、

時期尚早ということもありましたが、それと同時に、

今後の動向を注視しながら状況に応じて再度検討する

必要があるとの答申もございました。現在、教育委員

会で認定こども園について検討しているところでござ

います。 

［照屋仁士議員より「休憩願います」の声あり］ 

○議長 玉城 勇君 休憩します。 

休憩（午後１時29分） 

再開（午後１時30分） 

○議長 玉城 勇君 再開します。学校教育課長。 

○学校教育課長 宮良泰子さん お答えいたします。

現在、教育委員会で認定こども園について検討してお

ります。 

○議長 玉城 勇君 ８番 照屋仁士議員。 

○８番 照屋仁士君 これについて、私は何度もやら

ないと答えてきているものを検討しているというもの

は、何らかの説明が必要だというふうに思います。今、

検討している、検討しているということですけれども、

私はこれ方針の転換に見えますので、ちょっと疑問だ

なと思います。 

 続いて、この公立幼稚園ですけれども、それが現在

の課題ですね。今でも課題があります。例えば担任教

諭の正職員化が進められていない、増えていかない。

もちろん退職との関係もありますが、また預かり保育

が合同保育になったりといったり、何度も指摘してい

る課題についても、これが進まない前にもう民営化し

てしまおうと、仕組みだけ変えるというのは少し私は

乱暴のような気がします。それについて町長も含めて

認識がどうなのかお答えいただきたいと思います。 

○議長 玉城 勇君 学校教育課長。 

○学校教育課長 宮良泰子さん お答えいたします。

仕組みだけを変えるような、単にそういうことではな

くてですね、認定こども園、幼稚園の在り方について

検討していくというような内容になります。なので、

今後またどういう在り方がいいのかということを検討

してまいりたいと思います。 

○議長 玉城 勇君 教育部長。 

○教育部長 金城郡浩君 補足して答弁させていただ

きます。教育委員会のほうでも、待機児童を含め３歳

児保育、それから職員が３歳児保育に伴って、また正

職員も足りなくなるだろうと。またいろんな意味での

提案があります。我々が解決していかないといけない

問題等をいろいろ検討するために認定こども園も検討

しているということでございます。先ほどからありま

すように、幼稚園のほうでも一旦全てのものを賄えて

いるような形には見えるんですけれども、いろんな幼・

保を超えたそういうふうな法律であるとか、いろんな

ものを検討してよりよいものをつくっていくというこ

とで、検討させていただくということでございます。 

○議長 玉城 勇君 ８番 照屋仁士議員。 

○８番 照屋仁士君 子育てがしやすい環境になると

いうのは非常にいいことだと思います。ただ私が言っ

ているのは、ほかの議員も含めてこれまでこども園に

したらどうかという提案はたくさんあったわけですよ。

やらないとずっと言ってきたのに、実は検討していま

すというのは、ちょっと答弁としてこれまでどうだっ

たのかなと。これまでの答弁がそうだったとしたら、

やはり提案があるので検討していますと答弁するか、

もしくは今状況が状況ですので、これまでの方針と違っ

て、今こういう検討に変わりましたというふうにやる

べきだと私は思います。これは計画の中に書かれてい

ることですから、健全化計画の中では令和４年度から

公私連携認定こども園化を実施すると書いてあるわけ

です。これについて私は危機感があったものですから

質問をしています。那覇市などでも公設民営、那覇市



 

は半々ですけれども、町民目線で分かりやすく言うと、

南風原町においては、答弁では一部というのが今回入っ

てきていますが、４つの公立幼稚園があるわけです。

町民から見て分かりやすく言うと、公立幼稚園が廃止

されて民営化される。そういうふうに令和４年度から

急になるんじゃないかと私は見えたわけですね。それ

についてそうではないというようなニュアンスに聞こ

えますけれども、もう少し明確にこの計画の中身につ

いてどういうことを規定しているのか、そういうこと

を教えていただけますか。 

○議長 玉城 勇君 教育部長。 

○教育部長 金城郡浩君 具体的な話ということです

と、先ほどからおっしゃっていますように、いろいろ

各議員のほうからも認定こども園については様々提案

がございました。我々のほうでも、先ほど学校教育課

長が答弁していましたように、プロジェクトチームを

設けて、これまで時期尚早というふうに言っていた部

分についても再度検証を加えました。検証を加えた結

果、認定こども園をやることによっていろいろ南風原

町のやるべき部分について実行できるんじゃないかと

いうふうな答申をいただきました。その答申を受けて、

教育委員会のほうについても認定こども園でそういっ

た子育ての環境、教育の環境を整えていくべきという

ふうな検討を進めていくと。その中では、全部の幼稚

園を認定こども園、それから民営化という形ではござ

いません。職員の配置とかいろいろ考えていく中で、

一部公私連携という部分も必要であろうというふうな

ことをうたっていますけれども、答弁にもありますよ

うに、全てをそういうふうな形ではなく、これからそ

の辺については十分検討していくということでござい

ます。 

［照屋仁士議員より「休憩願います」の声あり］ 

○議長 玉城 勇君 休憩します。 

休憩（午後１時36分） 

再開（午後１時36分） 

○議長 玉城 勇君 再開します。教育部長。 

○教育部長 金城郡浩君 今回、計画の中で令和４年

というふうに記載していますのは、我々のスケジュー

ル感として、計画の中に各数字を設けないでの計画だ

と非常にあやふやな状態となりますので、令和４年を

一つの目安として進めていきたいということで、そう

いうふうに記載してございます。 

○議長 玉城 勇君 ８番 照屋仁士議員。 

○８番 照屋仁士君 私は認定こども園が駄目と言っ

ているわけではないんですよ。子供たちの環境がよく

なるためなら非常にいいことだと思いますけれども、

これまで何度も否定されているわけですから、少し今

の答弁であるとこれまでは状況が変わってきたので、

方針も転換、別に方針を転換したら悪いということで

はないと思いますからね、今の説明ではそういうふう

に私は理解します。どちらにしても待機児童の解消と

いうのも非常に大きな課題でありますので、それを進

めていただきたいんですが、ならばなぜ公立幼稚園を

３年保育に移行する、そういった検討ではなくて公私

連携なのか。元はこども園化なのか、その辺について

少し教えていただけますか。 

○議長 玉城 勇君 教育部長。 

○教育部長 金城郡浩君 いろいろ検討を重ねました。

まだ検討という部分では全てをやり尽くしたというふ

うには考えていませんけれども、今現在で子育ての環

境を整えていくためには、認定こども園の形を取った

ほうが幼保の制度を超えた体制で子育ての環境がつく

れるということで非常に有用ではないかと考えており

ます。人間をなかなかつくれないと、要するにうちの

職員を毎年一人ずつ採用していっているわけですけれ

ども、その辺でなかなか正職員をつくれないという部

分については、民間の力を借りて、今現在の認可保育

園の皆さんが非常にいい環境で保育をしているわけで

すから、その辺の知恵も借りながらやっていく方法は

ないかということで、そういう形での検討を進めてい

るということでございます。 

○議長 玉城 勇君 ８番 照屋仁士議員。 

○８番 照屋仁士君 今の答弁から、何度もですけれ

ども、やはりこれまでの様々な理解だけじゃなくて、

学術とかいろいろな方々、また情勢についての変化を

受け止めた形での計画、検討だというふうに私は理解

しますけれども、そのように理解してよろしいですか。 

○議長 玉城 勇君 教育長。 

○教育長 新垣吉紀君 これまで担当課長、部長が答

弁しましたが、議員おっしゃるように、時代のニーズ

に対応するといいますか、より幅広く。幼稚園という

のは幼稚園の時間、それから次は預かりの時間という

ことで別々の申込みとか、やはり保護者の皆さんにとっ

ても申請も煩雑な部分がある。それを一本化できると

いうメリットもある。議員も質問の中で触れておりま

したが、正職員と会計年度任用職員のバランス等もご

ざいます。そういうことから、一つは幼保連携型の認

定こども園という考え方に、もう一つ公私連携という

のは先ほど部長からもありましたとおり法人保育園が

担っている非常に魅力的なといいますか、特徴のある

すばらしい保育を町内の法人保育園の皆さんに担って

もらっていますので、そちらも同時並行して、そういっ



 

たふうな一部担っていただくこともできるかも含めて

でございますので、先ほどからの、以前はまだ今の幼

稚園の４歳児、５歳児保育で対応していくという答弁

はありましたが、やはりこのご時世、我々も幼児教育

の重要性はひしひしと認識しておりますので、それも

含めて３歳児からとしての幼児保育が担える、それも

含めて、保育もしっかりと担える。幼稚園と保育園の

いいとこ取りといいますか、そういったスタンスの認

定こども園化を進めて検討しているという考えに変わっ

てきているということを認識していただきたいと思い

ます。以上です。 

○議長 玉城 勇君 ８番 照屋仁士議員。 

○８番 照屋仁士君 私の趣旨はですね、やはりよく

していってほしいわけです。そういった中で、これま

での提案だったり、そういったことが私は否定されて

きたというふうに受け止めていたものですから、やは

り今までこうだったからとか、この形がベストだから、

それだけにこだわる、固執することなくですね、やっ

ぱりニーズに応えていってほしい。今、応えようと検

討されているという理解ですので、このように進めて

いただきたいと思いますので、今後ともよろしくお願

いします。 

 次に（８）のほうに行きたいと思います。まず、こ

の経費削減の観点ですけれども、今、公共施設の中で

も学校だったり、通常の民間利用だったり公共利用だっ

たり、時間内であったり時間外であったり、様々な多

様な利用の仕方があるわけです。そういったことを考

えると適正利用とより詳しい分析をするためには少し

設備投資をしたとしても、細かいメーター管理、メー

ター設置、時間型の管理などにも取り組むべきじゃな

いかと、答弁ではしないというふうにありますけれど

も、それについてはどう考えていくか教えていただき

たいと思います。 

○議長 玉城 勇君 総務課長。 

○総務課長 新垣圭一君 お答えします。先ほどの答

弁のほうでもありましたように、その前に新電力のほ

うの取組を行うということで回答しましたが、その中

でメーターのほうが新電力に移行する際にデジタル化

されたスマートメーターというものに変わっていくと、

今のメーターからですね。そういう形になると、また

それに沿った、そういったシステムというか、備品等、

そういうのが必要になってくると。ですから、今後、

まずこのメーター等がどういった設備が必要なのか。

また金額的に現場を見て、専門の方に庁舎以外の施設

も今回の質問は含まれていますので、大体どれぐらい

かかるかというのはまだ数字持っていませんので、余

りコストのかからない形でそういう分析等ができるの

であればしっかり対応を検討していきたいと考えてお

ります。 

○議長 玉城 勇君 ８番 照屋仁士議員。 

○８番 照屋仁士君 この質問の経緯の中では、計画

に書かれていることもありますけれども、例えばです

けれども、役場は何時まで電気ついているの、とかね。

学校などに行くと朝５時から先生たち来ているよと、

そういうこともあるわけですよ。やっぱりこれが常態

化していくと、どんな管理をしているのというような

ことになります。これは経費の観点で言っていますけ

れども、働き方においても把握するためにも大切なこ

とだと思います。今の答弁からいくと、私の趣旨は理

解してそのように取り組むというふうにも聞こえます

けれども、そういう理解でよろしいですか。 

○議長 玉城 勇君 総務課長。 

○総務課長 新垣圭一君 電気料のそういった削減に

ついては今答弁したとおりでございます。働き方、そ

の部分に関しては各管理職、その辺がしっかり管理し

ていくものだと考えております。 

○議長 玉城 勇君 ８番 照屋仁士議員。 

○８番 照屋仁士君 それではよろしくお願いします。 

 最後に（９）ですけれども、答弁でも総合的に判断

をするという答弁をいただいております。第三次財政

健全化計画ですね、最初見たときはこれ全部やるのか

と、もちろん財政健全化は目的だけれども、町民にとっ

て相当な影響が出るという懸念もあったわけです。た

だ、これまで通して質問してきた中で、やはりとどま

るべきはとどまる。見直すべきは見直す。そういった

視点も司会しています。そのような姿勢だということ

も理解しています。繰り返しになるかもしれませんけ

れども、そのような理解でよろしいですかお答えくだ

さい。 

○議長 玉城 勇君 企画財政課長。 

○企画財政課長 与那嶺秀勝君 先ほどの答弁にもあ

りますが、計画の推進につきましては新型コロナウイ

ルスの感染拡大の影響や、本町を取り巻く情勢等を総

合的に判断して、計画を進めていきたいと考えており

ます。以上です。 

○議長 玉城 勇君 ８番 照屋仁士議員。 

○８番 照屋仁士君 それでは次に、大きな質問２点

目に行きたいと思います。信頼の得られない水道行政

を見直せという質問であります。今年の６月議会で南

部水道の件について質問した後、９月議会の全員協議

会において南水派遣議員のほうにも状況を確認いたし

ました。詳細については南水当局の説明責任だという



 

ふうに私は考えますので、どのように質問をすべきか、

確認すべきかというのを議会事務局にも確認をしてい

ただきました。１町民として、情報公開を求めなさい

ということでしたので、個人名で文書を送り説明を求

めました。後日、日程調整の上で日時や場所の説明で

すね、決まっていたところ急遽南水議会から意見がつ

いたということを理由に説明会は取りやめにされてし

まいました。私はこの南水当局の判断は間違っている

というふうに思います。南水議会においても給与問題

の説明が足りないとの指摘に、企業長は広報紙とホー

ムページで足りると答えています。これ以上の説明が

なされるとは考えられません。また先日、この本定例

会の全協でも南水派遣議員に確認をしたところ、議決

したことを蒸し返すようで追究しづらいという趣旨の

苦しい立場も感じました。そこで、やはりその南水の

理事である町長からも、町民や両町議会に詳しく説明

するよう指導すべきではないかというふうに考えます。

それすらもできない、しないという判断は公共を担う

資格はないという視点で私は質問いたします。（１）南

風原町は、水道行政を南部水道企業団でなぜ行ってい

るのか。（２）町民から信頼の得られない水道行政を見

直すべきでないかお答えください。 

○議長 玉城 勇君 副町長。 

○副町長 国吉真章君 では、質問事項２点目の水道

行政について。（１）についてお答えします。沖縄本島

南部中央部は、水源が乏しく水道事業の創設が急務で

したが、各自治体が単独で事業実施することが財政的

に困難であったことから、昭和37年に旧具志頭村、旧

東風平村、旧大里村、旧南風原村の４村で南部地区東

部上水組合を立ち上げております。本土復帰や市町村

合併などを経て、現在の２町の構成団体による南部水

道企業団となっております。企業団設立の目的でもあ

る水の安定供給も図られており、前段の設立の経緯も

踏まえ、南部水道企業団において水道行政を行ってお

ります。 

 （２）についてお答えします。本町の水道行政につ

いて、現時点で見直す考えはありません。また、町民

からの信頼については南部水道企業団において取り組

むべきものと考えております。以上です。 

○議長 玉城 勇君 ８番 照屋仁士議員。 

○８番 照屋仁士君 まず、設立の経緯については理

解をしました。私が生まれる前の話ですので、その件

については細かい設立の経緯とか状況は分かりません

が、少なくとも昭和37年、1962年になるかと思います

が、50年以上前から設立されて、その南部水道企業団

の発足当時の状況と、今現在ではメリット。デメリッ

トも当然あるかもしれませんが、メリット、デメリッ

ト大きく異なるというふうに思います。その点ではど

ういう理解をしているかお答えください。 

○議長 玉城 勇君 区画下水道課長。 

○区画下水道課長 桃原正善君 それでは、今メリッ

トということで、この場合、分離した場合のメリット

という考えでよろしいでしょうか。分離したときの、

じゃなくて……。すみません、じゃあ……。 

○議長 玉城 勇君 町長。 

○町長 赤嶺正之君 それではお答えいたします。仁

士議員のただいまのご質問、メリット、デメリットと

いう形でのご質問になると非常に答弁に困るんですけ

れども、基本的に一般論として申し上げますと、やっ

ぱり単独のほうが黒字も出ているんです、他市町村も

ですね。それから言いますと、現段階といいますか、

今の社会情勢の中では単独でやったほうがメリットと

してはあるだろうなと。収益も黒字であるわけですか

ら、水道事業は。そういうふうになると思いますけれ

ども。ただ、先ほど来、発足当時の話はご理解してい

ると思うんですけれども、その当時、どうしても水道

事業をやらなければいけないという社会情勢の中で立

ち上がった南部水道企業団でございますので、これが

脈々と続いてきて、それで我々はそのメリットを享受

してきたわけですね。それを大きな社会情勢の変動と

か、あるいはまた市町村の合併とかですね、南部水道

のほうに組織的な不祥事があって、組織として成り立っ

ていかないとか、そういったふうな一般論的にこれは

もう南部水道企業団とやっていくわけにはいかんなと

いうような状況でもないのに、メリット、デメリット

だけで今後、構成団体が２町しかありませんから、解

散になるわけですから、そういうわけにはいかないん

じゃないかなというのが私の一般的な考え方でござい

まして、何といいますか、仁士議員がご心配なさって

おります、もちろん給与問題は大きな不祥事であるん

ですけれども、それをしっかりと住民の皆さんに説明

してもらいたいというふうなのは私も山々なんですけ

れども、それは仁士議員のご指摘が正論だと思います。

その件で私も相談をされまして、南風原町の仁士議員

から説明をしてくれというふうな要請がありますけれ

ども、どうしますか、理事というようなことでござい

ました。そのときに、私はいいんじゃないですかと、

これは構成団体の議員ですから、当然知るあれは、調

査する権限があるはずだからよろしいんじゃないです

かということで私はそういったような指導をしたんで

す。そうしますと、企業団のほうは持ち帰りまして、

じゃあ検討しますということで。そのかわりちゃんと



 

南部水道企業団には議会があるから、議会にも相談し

たほうがいいと思いますよということだけは最後に付

け加えました。結果として、議員が報告なさったとお

りになったということを聞いてですね、「ああ、そうね」

ということになったんですけれども、八重瀬町長と私

は理事でございますから、公営企業法に基づく理事と

しての役割はそれなりに果たしているつもりでござい

ます。南部水道企業団の規約にも、企業団の業務を適

切な運営を図ることを目的とするというふうに理事会

はなっておりますので、我々もそれなりの指導はして

いるつもりですけれども、権限は企業長にしかないも

のですから、向こうも検討をした結果そういったふう

になったというふうなことで私は理解しておりますの

で、そのようにご理解お願いしたいと思います。 

○議長 玉城 勇君 休憩します。 

休憩（午後１時55分） 

再開（午後１時55分） 

○議長 玉城 勇君 再開します。町長。 

○町長 赤嶺正之君 訂正させていただきます。先ほ

どの答弁で八重瀬町長の比屋根町長と申し上げました

けれども、新垣町長でございます。訂正いたします。 

○議長 玉城 勇君 ８番 照屋仁士議員。 

○８番 照屋仁士君 私もここで町長に細かい南部水

道の業務まで質問する気はない。今町長もおっしゃっ

たように指導しているということで伺っていますが、

私としてはこの質問、疑問、疑惑、そういったものに

ついても答えてすらもらえない。派遣されている議員

も非常に苦しい立場に置かれているような印象があっ

て、これではやっぱり公共機関としてどうなのかと言

わざるを得ないんですよ。それが一部の小さな問題と

捉えるのか、同じことが南風原町行政で起こったらど

うなりますか、これ。町長説明しないと町民に言いま

せんよね。これは町長に言うべきことじゃないと私は

思いますけれども、そういった点で非常にこの問題、

しっかりと南部水道がやるべきですよ。少なくとも町

長から指導したということですけれども、町長の指導

に対してやらないという判断をしている。これでいい

んですか。町長再度、やはりこの問題はちゃんと適切

に、両町民、両議会に説明すべきことだと私は思いま

すが、そういった指導ができるかどうか。町長申し訳

ないんですけれども、お答えいただければと。 

○議長 玉城 勇君 町長。 

○町長 赤嶺正之君 お答えいたします。先ほど答弁

で指導というふうなことで、これは話の、答弁の流れ

の中でそういったふうな言葉のあやでございますけれ

ども、企業長から相談があったんです。いやいやそう

いうふうなことだから説明してあげたらいいんじゃな

いですかと私は答えたと、一種の指導でもいいんです

けれども、私はそういうふうに相談がありましたので

そう答えましたと。決定したのは企業団のほうであり

まして、向こうも議会やらに相談もしてから決めたと

いうことでございますけれども、そういったふうな状

況だということでございます。非常に理事の役割とい

いますか、位置づけも企業団の規約でも本当に抽象的

でございまして、理事会は企業団の業務の適切なる運

営を図ることを目的とするとあってですね、この業務

の適切なる運営ですから、今回の給与問題も入ってい

ないといえば入っていないですし、またそこまではと

いう解釈も成り立つわけですね。また公営企業法の中

でも非常に抽象的に書かれているものですから、これ

は八重瀬町長も話し合ったんですけれども、我々の立

場は非常に微妙だねというようなことになったんです

けれども、ちょっと長いですので要約して読み上げま

すと、当該公共団体の住民の福祉に重大な影響がある

業務の執行に関し、その福祉を確保するため必要があ

るとき、または管理者と、この管理者は企業団の管理

者ですね、企業長です。管理者とほかの機関の権限に

属する事務の執行に当該企業との間の調整を図るため

必要があるとき、要するに住民の福祉に重大な影響が

ある業務の執行、それからほかの機関と企業団との間

で調整が必要な場合は、そのときは業務の執行につい

て必要な指示をすることができると、理事はですね。

ですから、ほとんど公営企業法の中でもこういったふ

うなのがあなた方の仕事ですよというのがないんです

ね。相当重要なことじゃないと指示もできないという

ことでの理解ですので、なかなか一つの地方公共団体

ですから、向こうも。向こうに我々がどれぐらい関与

できるかというのは非常に微妙なところだということ

でご理解をお願いしたいと思います。今回も、議員の

資料の中にしっかりと記者会見なり住民説明会なりを

やるべきじゃないかということでご指摘されています

けれども、私も個人的にはそうあるべきだと思ってい

ました。ですけれども、企業長がいやいや、議会にも

報告したし、ホームページにも載せてありますし、清

ら水という広報紙でもちゃんと説明したからこれでよ

ろしいですと企業長が判断しているわけですので、こ

れ以上の指示は私は難しいなというふうに判断したと

いうことでご理解をお願いしたいと思います。以上で

す。 

○議長 玉城 勇君 ８番 照屋仁士議員。 

○８番 照屋仁士君 内容は少し、（１）を終わって

（２）に入っていくんですけれども、今町長が自らおっ



 

しゃったように、公営企業法自体、そして今言う理事

の役割自体も、権限も含めると非常に曖昧なんです。

これが、南部水道企業団がもし仮に適切に業務運営を

されている、説明責任も果たす、こういった疑惑とか

疑念が生まれないような運営をされているのであれば

問題はないもしれないんですけれども、現状こういう

ふうに説明に答えないと言っているわけです、もう説

明したんだと。でも現状でいくと、アドバイザー会議

でも副町長も含めて相当努力をされてここまで来たの

に、でも数々の、ほかにも答えるべき、給与問題一つ

取ってもこれは平成12年から始まっているんです。も

ともとの疑問点は特定地域出身者へ給与月額の優遇が

されているんじゃないかと、そういった指摘から始まっ

ています。そしてどれぐらいもらい過ぎたのか、もし

くは払い過ぎたのか、こういったところも総額は出て

いないんですよ。一部の時期だけ切り取って、５年、

２年という法定期間だけ切り取って、しかもその期間

内であっても時効で消滅している、金額も。こういっ

たほとんど明らかにされずに、できることだけ報告さ

れているんですよ、今回のも。そもそもこういった問

題に関してですね、町長も苦しい立場だと思いますけ

れども、私は理事会でどの程度の報告がされているの

かどうかもちょっと疑問なんですよ。今私が言ったよ

うに平成12年からの総額ですとか、特定地域の疑い、

もちろん恣意的な疑いはないとアドバイザー会議では

調べていますけれども、申請はなかったとしても結果

はあるんじゃないですかと。様々な町民からも不安で

どんどん疑念が広がっているわけです。そういった細

かいことについて、町長理事会で全て報告を受けてい

ないんじゃないかな。もしくは町長自身もこの辺分か

らないなということがあるんじゃないかなと私は思う

んですけれども、その点についてはいかがですか。 

○議長 玉城 勇君 休憩します。 

休憩（午後２時04分） 

再開（午後２時04分） 

○議長 玉城 勇君 再開します。８番 照屋仁士議

員。 

○８番 照屋仁士君 そもそもこの問題の発端は、南

部水道において、私は不誠実な労使交渉があったと、

状況にあるというふうに考えます。飛び級や給与の誤

解釈は南水労組から指摘がなければ放置されていたん

じゃないかなというふうにも思います。問題の全容を

明確にして責任所在を示さなければ、労使、職員間の

信頼どころか、両町民の公共の利益に反すると考えま

す。南部水道においては労使交渉の中にも弁護士まで

雇って対応しています。両町の責任を果たすためにも

今言うアドバイザー会議の中身も踏まえて、第三者に

よる再調査を徹底し、全容が分かる報告書を作成し、

記者会見等の公の場で説明を行うべきというふうに私

は考えます。町長はどう思いますか。 

○議長 玉城 勇君 町長。 

○町長 赤嶺正之君 お答えいたします。先ほど来、

答弁をいたしておりますけれども、基本的に私も八重

瀬町長も理事としての範疇の中で相談にも乗ってあげ

たし、相談にも乗りましたし、それからまた意見も申

し述べてきております。そういう意味で、それ以上の

ことに関しましては一公共団体としての南部水道企業

団の責任者が判断すべきものと考えておりますので、

ご理解のほどをお願いいたします。 

○議長 玉城 勇君 ８番 照屋仁士議員。 

○８番 照屋仁士君 管理者が判断すべきということ

ですけれども、様々なそういった疑いにさえ対応して

いないという現状だと私は思います。それでは公共機

関としての役割は担えないと思います。給与問題だけ

じゃなくて、前企業長の勤務実態ですとか、これから

検討されるとおっしゃっていましたが、イベントのと

きのために駐車場の用地を取得したいとか、そのほか

にもこの疑問を解決しないと、どんどん疑問は膨らん

でいきます。この際、水道行政を見直して、南風原町

単独も視野に入れて準備すべきと私は思います。町長

いかがでしょうか。 

○議長 玉城 勇君 町長。 

○町長 赤嶺正之君 お答えいたします。先ほども冒

頭で少し触れましたけれども、やはり南部水道企業団

としての一つの一部事務組合の趣旨の組織でございま

すので、それなりに自治法に基づく協議会等も設置し

て、建設された、設置されたというふうに認識をいた

しております。そういうことで仁士議員の趣旨からし

ますと、一種の解散というふうな形になるわけですよ

ね、南風原町と八重瀬町しかないわけですから。そう

なりますと、それなりの準備といいますか、時間、議

論、テーブル等が必要だと思っておりますし、そうい

うことから考えますと、私の任期中と申しましょうか、

そのときはちょっと無理だろうなというふうなのが正

直な考えでございます。同時にまたメリット、デメリッ

トという、当然設立当時と今では社会情勢が違います

から、当然今の段階のほうがメリットも大きいかなと

思いますけれども、私は自分から経験しまして、ちょ

うど私は南部水道が宮平に整備されたときは13歳でご

ざいました、中学１年です。そのときは毎朝起きると、

字の共同井戸から50メートルぐらい離れていたんです

けれども、そこに水を汲みに行きまして、水を汲んで



 

きて、自分たちの台所の近くにあるコンクリート製の

タンクに水をいっぱいにしてから学校に行くと、それ

が日課でございましたので、そういった恩恵を覚えて

いる以上はですね、なかなか私の任期中に南部水道を

潰して単独でやろうやと、そういったふうなことには

なかなかなれないと思いますので、その辺はまた後輩

たちに譲りたいと思います。以上です。 

○議長 玉城 勇君 ８番 照屋仁士議員。 

○８番 照屋仁士君 この問題に対して、答弁の中で

も町長の理解も、私とそんなに変わらないというふう

に思う中で、このような質問をしていることも少し申

し訳ないなという気持ちがあります。でも、やっぱり

その公共機関は信頼に応えないと自ら言う、こういう

状況が果たしていいのか。先ほど議長からもご指摘い

ただきましたけれども、この組織としても、一部事務

組合、そして公営企業法、そういった中でも私たち議

員の問いにさえ答えきれない。そして派遣議員の皆さ

んも非常に苦しい立場に置かれる。当たり所がない中

でこういう状況になっていると私は思います。以前、

町長は答弁でも全協あたりで少し補足説明をしてもい

いよというぐらい町長もおっしゃっていただいている

わけですけれども、やはりこれは南水の業務で、やれ

ということはここではできませんので、町長を理事と

して、この問題を少しでも解決するために、やはり町

民の皆さんに答えるべき説明、そういったこともどう

いう方法があるのかも、少し町長考えていただけない

かなと。やはりこの問題、町民の皆さんへ示すべきで

はないかなと、そういう視点で南風原町の水道行政と

私は質問しているわけです。これについて、現時点で、

どういう説明の仕方が適切なのか。それかどうか分か

りませんけれども、やはりこれは納得いく形で収めて

いただきたい。そういった思いですが、町長すみませ

ん繰り返しで、是非一言で結構ですのでお願いします。 

○議長 玉城 勇君 休憩します。 

休憩（午後２時12分） 

再開（午後２時13分） 

○議長 玉城 勇君 再開します。町長。 

○町長 赤嶺正之君 お答えいたします。本町の、南

風原町の水道行政に関しましては、現状が八重瀬町と

の広域で、南部水道企業団で進めているというような

ことでございますけれども、将来的には、ひょっとし

たら沖縄県の水道事業の統一化と、そういったような

ことも出てくるかもしれませんし、あるいはまた隣町

の与那原町みたいにですね、南風原町単独でやりましょ

うと、議会なりあるいはまた町民の皆さんの世論が盛

り上がってですね、南風原町単独でやりましょうとい

うことになるかもしれません、確かに。そのときはま

た南風原町は水道事業にも進出を進めると、水道事業

も進めるというふうなことになろうかと思います。今

現在、それでいいのかというようなご質問でございま

すけれども、私は一般論でございますが、一朝一夕に

南部水道を解体して、南風原町でやっていくというふ

うなことはまだ時期尚早だろうと。現段階ではやむを

得ないということで片づければしょうがないんですけ

れども、現段階で南部水道企業団という組織があるわ

けですから、そこで進めていくと。今、問題になって

おりますいろんな諸問題に関しましては、南部水道企

業団独自で自助努力でもって町民の信頼を勝ち取って

いただきたいと、そういったふうな思いでございます。

以上です。 

○議長 玉城 勇君 ８番 照屋仁士議員。 

○８番 照屋仁士君 町長も苦しい立場だと思います

が、やはりこういったことで信頼が得られないという

ような世論が高まっていくことは、私はよくないこと

だというふうに思います。検証だったり、説明ができ

ないまま、私はこういう状況になっているということ

の重大性を考えて、南風原町の水道行政を見直すべき

じゃないかというふうに質問しているわけですけれど

も、ただ、この問題に関してこのままではいいと思わ

ないので、少し私もどうやって町民に説明していくか。

もう少し勉強、また確認を続けていきたいと思います。

どうもありがとうございました。以上で終わります。 

○議長 玉城 勇君 訂正があります。教育総務課長。 

○教育総務課長 比嘉純子さん 先ほど一般財源の補

塡、給食費の補塡についてどうなっているかという答

弁に対して、曖昧な答弁だったのでちょっと補足説明

をさせていただきます。滞納分の一般財源からの補塡

は計画しておりません。賄い材料費は歳入だけで賄え

るように実施していきます。以上です。 

○議長 玉城 勇君 休憩します。 

休憩（午後２時17分） 

再開（午後２時29分） 

○議長 玉城 勇君 再開します。 

 通告書のとおり順次発言を許します。７番 大城 勝

議員。 

 

〔大城 勝議員 登壇〕 

 

○７番 大城 勝君 ハイサイ、グスーヨー、ウスビー

サクグヮーナイビティ。クリカラ７番議員大城 勝が

ターチヌーマギー質問サビン。まずその１番目、コロ

ナ禍での健康増進について。（１）コロナ禍での本町ち



 

むぐくる館健康増進室の運用状況を問う。①健康増進

室の運用方法に新型コロナウイルス感染拡大予防ガイ

ドラインを取り入れたが、その運用は滞りなく進んで

いるか。②新型コロナウイルス感染拡大予防ガイドラ

インの周知方法を問う。情報は本町ホームページに配

信中であるが、ちむぐくる館利用者の多くが高齢者で

あり、それに配慮した対処法がなされているか。③健

康増進室の現況の利用時刻は何時までか。④コロナ禍

の月間利用者数は何人か。次（２）利用料金が発生す

る健康器具について問う。①有料利用の健康器具は何

か。②月間利用者数は何人か。③現在の健康器具の使

用料金は、15分間200円だが、見直しをする考えはない

か。④例えば特定健診を受診するとポイントを与える

などして健康器具使用の無料券に代わるなどの仕組み

がつくれないか。 

 大きな２番、黄金森公園内の遊歩道について。（１）

遊歩道の木橋については、いまだ町民に認知されてい

ない向きがある。周知方をお願いしたい。（２）遊歩道

の木橋箇所の維持管理はどのようになされているか。

（３）遊歩道沿いのハブ対策は十分になされているか。

以上、質問します。よろしくお願いします。 

○議長 玉城 勇君 副町長。 

○副町長 国吉真章君 では、質問事項１点目のコロ

ナ禍での健康増進について。（１）については、以下順

次お答えいたします。まず①についてですが、ガイド

ラインに沿って、マスク着用や手指消毒、検温・体調

確認、機器の消毒を徹底していただくなど、現在まで

滞りなく運用しております。②については、ちむぐく

る館入口、健康増進室への掲示、利用者への直接手渡

しで周知しています。③については、午後５時閉室と

しております。④については、利用再開となった７月

１日から11月末までの利用者は、７月が576人、８月は

休室のため０人、９月が221人、10月が659人、11月が

700人となっています。 

 （２）についてお答えします。まず①について、マッ

サージチェア、電位治療器です。②については、健康

器具の器具ごとの利用者数は把握しておりません。③

については、現時点で見直しは考えておりません。④

について健康器具の無料券については考えておりませ

ん。 

 質問事項２点目の黄金森公園の遊歩道について。（１）

についてお答えします。ホームページや広報紙、公園

内に立て看板を設置し周知してまいります。 

 （２）についてお答えします。月に１回は目視にて

施設の点検を実施し、定期的に木製橋の床面の清掃、

周囲の除草作業を行っております。 

 （３）についてお答えします。公園内に注意喚起の

看板を設置しております。必要に応じてハブ捕獲器の

設置も行っております。以上です。 

○議長 玉城 勇君 ７番 大城 勝議員。 

○７番 大城 勝君 答弁ありがとうございました。

再質問していきたいと思います。コロナ禍での健康増

進について、コロナ禍での本町ちむぐくる館健康増進

室の運用状況を問うという中で、①健康増進室の運用

方法に新型コロナウイルス感染拡大予防ガイドライン

を取り入れましたが、その運用は滞りなく進んでいる

かと問いました。令和２年の９月７日に本町のちむぐ

くる館利用時の新型コロナウイルス感染拡大予防ガイ

ドラインが出されております。その中で、健康増進室

に設けた項目を教えてください。 

○議長 玉城 勇君 国保年金課長。 

○国保年金課長 髙良星一郎君 勝議員の質問にお答

えします。ガイドラインにおきましては、健康増進室

において８項目の予防策を講じています。８項目あり

ますけれども、主なものとしましては利用人数を15人

までと制限している。また１人当たりの利用時間も２

時間までと制限している等々８項目ございます。以上

です。 

○議長 玉城 勇君 ７番 大城 勝議員。 

○７番 大城 勝君 今、８項目全部は述べられてお

りませんけれども、この８項目のちむぐくる館の健康

増進室におけるコロナ禍のガイドラインの二、三につ

いて教えてください。まず８項目の中の１番目に健康

づくり班において、利用者の住所、氏名、電話番号を

把握し名簿を作成するとあるんですね。この健康づく

り班というのは何名で構成されているんですか。 

○議長 玉城 勇君 国保年金課長。 

○国保年金課長 髙良星一郎君 お答えします。健康

づくり班は合計12人で構成しております。以上です。 

○議長 玉城 勇君 ７番 大城 勝議員。 

○７番 大城 勝君 それから８項目の中の２番目の

イの15名を超えないような入室制限とか、それからそ

の３番目の利用時間は２時間までとする時間制限など

に関してはどのようにチェックするのですか。運動に

熱中すると利用者個人では難しいと思いますが、そこ

はコントロールする仕組みがあるのかどうか教えてく

ださい。 

○議長 玉城 勇君 国保年金課長。 

○国保年金課長 髙良星一郎君 お答えします。健康

増進室の入り口のほうに、会計年度任用職員を配置し

まして、その方が入室管理等々を行っています。以上

です。 



 

○議長 玉城 勇君 ７番 大城 勝議員。 

○７番 大城 勝君 どうもありがとうございました。

ガイドラインの８項目の運用に支障を来していないか、

よく守られているかですが、答弁は現在まで滞りなく

運用されているとありました。答弁にありますように、

今後も滞りなくガイドラインに沿って守られていくこ

とを望みます。次の再質問に行きます。 

 新型コロナウイルス感染拡大予防ガイドラインの周

知方法を問うですが、情報は本町ホームページに配信

中であるが、ちむぐくる館利用者の多くが高齢者であ

り、それに配慮した対処方法がなされているかと問い

ました。答弁は直接利用者と接して周知していくとい

うことでした。直接の応対をすることで高齢の利用者

にも安心できる対処方法だと思います。対応する現場

は大変だと思いますが、頑張ってください。次の質問

に行きます。 

 次の再質問です。健康増進室の現況の利用時刻は何

時かと問いました。午後５時閉室としていますという

答弁がありました。昼間の利用が困難であり、午後６

時半まで延長できないかの要望があります。夕方から

の利用者にとっては午後５時の閉館は早過ぎるとの声

を聞きますが、善処可能か伺います。 

○議長 玉城 勇君 国保年金課長。 

○国保年金課長 髙良星一郎君 お答えします。ガイ

ドラインに沿った健康増進室の運用を行っていくこと

には、５時までを設けていまして、５時を過ぎますと

その運用が難しくなることから、５時で今、切ってお

ります。以上です。 

○議長 玉城 勇君 ７番 大城 勝議員。 

○７番 大城 勝君 ５時以後はどうしても無理だと

いうわけですね。コロナ禍の月間利用者数は何人かと

問いました。答弁いただきました。７月が576人、８月

は休みで９月が221人、10月659人、11月700人、このガ

イドラインというのは９月７日に出されていまして、

その適用前後での健康増進室利用者数をどのように読

み取りますか。12月はまだ途中ですが、11月の700人以

上になりそうだという感触を私は持っていますけれど

も、どう見ますか。 

○議長 玉城 勇君 国保年金課長。 

○国保年金課長 髙良星一郎君 お答えします。12月

の集計につきましては、現在まだ持ち合わせておりま

せん。また健康増進室は一度の利用者が15人までとなっ

ていることから、こういった人数になっているものと

考えます。以上です。 

○議長 玉城 勇君 ７番 大城 勝議員。 

○７番 大城 勝君 なるほど15人という制限枠があ

るんでしたね。では、次行きます。 

 利用料金が発生する健康器具について問いました。

有料利用の健康器具は電位治療器、それからマッサー

ジチェアの健康器具の２種類だと答弁がありました。

それではその２種類の健康器具を有料とした理由は何

ですか、それを教えてください。 

○議長 玉城 勇君 国保年金課長。 

○国保年金課長 髙良星一郎君 これまでの経過等を

見まして、健康増進室において特にこの２種類の需用

が高く、また故障も多く修繕等々がございました。そ

こで受益者負担の観点からこの２つの種類を有料とす

ることに決定いたした次第であります。以上です。 

○議長 玉城 勇君 ７番 大城 勝議員。 

○７番 大城 勝君 なるほど利用者が多く、それに

伴い健康器具の故障が多いという、無視できないとい

うことを私も理解します。次の質問。 

 ②で、健康器具の月間利用者数は何人かを問いまし

た。答弁は、利用者数は把握していないとの答弁があ

りました。コロナ禍での電位治療器、マッサージチェ

アの健康器具２種類についての利用者数の推移を見る

ことは、私は大事だと考えます。今後は利用者数の把

握にも注視してくださるようお願いします。どうです

か、いかがですかその辺。 

○議長 玉城 勇君 国保年金課長。 

○国保年金課長 髙良星一郎君 器具ごとの受付簿等

をつくって人数を集計ということは行っておりません

ので、利用者数等々、受付時、そういったもので集計

していきたいと思います。 

○議長 玉城 勇君 ７番 大城 勝議員。 

○７番 大城 勝君 分かりました。それからですね、

利用者によっては健康器具の利用時間を守らず、長時

間占有することもあったと聞きます。これ直接私が聞

いたわけではなくて、そういううわさを聞きます。そ

の後、利用料金が発生してからはそのようなことは改

善されたと感触はありますか。 

○議長 玉城 勇君 国保年金課長。 

○国保年金課長 髙良星一郎君 お答えします。長時

間利用するということはなくなっております。以上で

す。 

○議長 玉城 勇君 ７番 大城 勝議員。 

○７番 大城 勝君 何しろ、健康器具の利用者数の

確定がなされていないのであって、あくまでも感触に

なりますが、私がマッサージチェアの利用状況をちむ

ぐくる館の現場で調査した範囲では改善の方向に向

かっていると思います。 

 次の３番目で、現在の健康器具の使用料金は15分間



 

で200円ですが、見直しをする考えはないか。答弁は現

時点での見直しは考えていないでした。ワンコイン100

円で15分間にしてはどうかとの町民の声があるが、ど

のように捉えますか、ご答弁ください。 

○議長 玉城 勇君 国保年金課長。 

○国保年金課長 髙良星一郎君 現在設定しています

15分200円の金額は妥当だと認識していますので、見直

しは考えておりません。 

○議長 玉城 勇君 ７番 大城 勝議員。 

○７番 大城 勝君 民間の大型スーパーのマッサー

ジチェア料金は、私が調査したところでは15分150円で

した。そういった地域の料金設定なども参考にされて

はどうかと考えますが。 

○議長 玉城 勇君 国保年金課長。 

○国保年金課長 髙良星一郎君 また今後とも周辺の

そういった情報等を収集しまして、行ってまいりたい

と思います。 

○議長 玉城 勇君 ７番 大城 勝議員。 

○７番 大城 勝君 例えば特定健診を受診するとポ

イントを与えるなど、健康器具使用の無料券に換わる

などの仕組みがつくれないかと問いました。答弁は健

康器具の無料券については考えていないということで

した。私としては健康増進につながるように、そのた

めのやる気を引き出すためのモチベーションを高める

というんですか、インセンティブな仕組みがつくれな

いかということですが、いかがでしょうか。その辺再

度答弁ください。 

○議長 玉城 勇君 国保年金課長。 

○国保年金課長 髙良星一郎君 現在、特定健診受診

者に対しまして、個人へのインセンティブ付与としま

してＴポイント300ポイントを付与している事業がござ

います。こういった事業があることから勝議員ご提案

の仕組み等は考えておりません。以上です。 

○議長 玉城 勇君 ７番 大城 勝議員。 

○７番 大城 勝君 ああ、Ｔポイントがありました

ね。私が進めようとしているのは何ポイントになるん

ですかね。インセンティブですからＩポイントとでも

つけましょうか。その辺、やり方でいいのがありまし

たら取り上げてください。 

 次に問い２の質問に行きます。黄金森公園内の遊歩

道についてですが、遊歩道の木橋については、木製の

橋のことです、木橋と言ったら。木橋についてはいま

だ町民に認知されていない向きがある。周知方をお願

いしたいと質問しました。答弁をいただきました。今

までに町民からの遊歩道木橋についての問合せがあり

ましたでしょうか。 

○議長 玉城 勇君 まちづくり振興課長。 

○まちづくり振興課長 仲里 明君 お答えいたしま

す。現段階では、その件についての問い合わせはござ

いません。 

○議長 玉城 勇君 ７番 大城 勝議員。 

○７番 大城 勝君 ところで、木橋の町民への供用

開始はいつだったかですが、2008年の10月だったと私

は記憶しています。それから２年が経過しましたが、

町民にはまだまだ知れ渡っていないという感じです。

町民の憩いの場所として位置づけられている黄金森遊

歩道がもっと町民に知れ渡り、活用していただきたい

と考えますが、どのような見解かをお聞かせください。 

○議長 玉城 勇君 まちづくり振興課長。 

○まちづくり振興課長 仲里 明君 お答えいたしま

す。木製橋の活用については、議員がおっしゃるとお

り周知、認知されていない状況ですので、今後、答弁

にもありますけれどもホームページ、それから広報紙

等、公園内については２か所ぐらい選定しまして、そ

ういった配置図とか、あとは表示、看板を設置してま

いりたいと考えております。以上です。 

○議長 玉城 勇君 ７番 大城 勝議員。 

○７番 大城 勝君 遊歩道の木橋箇所の維持管理は

どのようになされているかと問いました。月に１回は

目視での点検を実施しているとありました。黄金森運

動公園などでのウオーキングやスポーツを楽しむ町民

の声は、清掃整備が行き届いているとの評価です。こ

の声は私以外にも耳に入っています。黄金森運動公園

の維持管理のために何人の人員が配置されているのか、

それから主なその方たちの業務内容を教えてください。 

○議長 玉城 勇君 まちづくり振興課長。 

○まちづくり振興課長 仲里 明君 お答えいたしま

す。現在、12名編成で作業員を確保していまして、公

園内については２名で対応しております。しかし、時

期にもよりますけれども、草木の繁茂した時期とか、

夏場とかですね、そういったときには体制を強化しま

して、対応しているのが現状です。それから作業内容

としましては、もちろん草木の除去とか、あとは公園

内のトイレの清掃等を行っております。 

○議長 玉城 勇君 ７番 大城 勝議員。 

○７番 大城 勝君 黄金森の遊歩道整備の際、総勢

何人ほどの人員規模でしょうか、12名……。 

○議長 玉城 勇君 休憩します。 

休憩（午後２時53分） 

再開（午後２時54分） 

○議長 玉城 勇君 再開します。まちづくり振興課

長。 



 

○まちづくり振興課長 仲里 明君 お答えいたしま

す。黄金森公園の遊歩道については、結構延長が長い

ものですから、その時々というんですか、繁茂が結構

沿線上長い場合については12名全てを登用して作業に

当たるとか、２人でできる分野については２人で行う

とかですね、そういった区分けをしながら対応してお

ります。以上です。 

○議長 玉城 勇君 ７番 大城 勝議員。 

○７番 大城 勝君 ２人はいつも配置されていて、

応援があるときは10名とか12名になるということです

ね。 

 それから最後に行きますけれども、遊歩道沿いのハ

ブ対策は十分なされているかです。答弁をいただきま

した。注意喚起の看板を設置する。ハブ捕獲器の設置

とありました。私はハブと話したことはないんですけ

れども、ハブがどういったことをすれば立ち寄らない

でいいのか、その辺分かればいいんですけれどもね。

遊歩道へのハブを寄せつけないやり方というのを講じ

ていただきたいと私は考えます。ハブ捕獲器をやって、

ハブだって捕まえられたくないから逃げるはずです。

そのためにはハブを寄せつけないやり方を講じていた

だきたいという。そのためには遊歩道沿いの草木を取

り除き、散策する周辺を明るくしておけば、もしもの

ハブの出没にも注意を向けやすくなります。というこ

とです。私が先ほど２人なのか12人なのかこだわった

ところはそういったところなんですね。２人では徹底

したやり方が、草木の除去ができないので、10人です

れば一挙にできるかなということの意味合いなんです。

その辺いかがですか。 

○議長 玉城 勇君 まちづくり振興課長。 

○まちづくり振興課長 仲里 明君 お答えいたしま

す。今、議員のおっしゃるとおり、お聞きしますとこ

ろ、議員のほうはハブには結構詳しいというふうに聞

いております。今、議員がおっしゃるとおりの対策を

講じてまいりたいと考えております。 

○議長 玉城 勇君 ７番 大城 勝議員。 

○７番 大城 勝君 ハブは勉強したことはあるんで

すけど、捕まえたことは……、ああ、二度あります。

鎌で捕まえました。捕まえたというか、首根っこを鎌

で切り倒したんですけれども、そのハブも小さいもの

でゴルフネットがありますね、練習用の。それを家の

ほうに仕掛けているんですけれども、一度もかかった

ことがないんですね。ハブが小さ過ぎると逃げやすく

なるのかなと思ってその辺の問題もあります。私は、

2018年ですから、２年前ですね。２回定例会６月定例

会でしたけれども、黄金森遊歩道の木橋の維持管理に

ついて質問しています。今回の質問は２年経過した。

どのようになっているのかとの質問になります。当時

の都市整備課長の答弁は、木橋の耐久性についてです

が、今回の機材の材料を使ったメーカーのほうで防虫、

防蟻、アリを防ぐという防蟻ですね。防蟻の処理をし

ているということで10年の保証をつけてあります。そ

ういうことから10年は向こうで、向こうというのはメー

カーのことでしょうね。メーカーで保証して、その時

点で問題があれば取り替えるということになっており

ます。維持管理については、すぐやる班と日常の目視

と、またある程度経過した後はダウン調査といいます

か、専門家による調査を委託しながら維持管理をして

いきたいと考えていますとの答弁でした。あれから２

年半が経過しました。木橋のメンテナンスに今も変わ

りはないとそのように理解しますが、よろしければ回

答をください。２年前はまちづくり振興課長として黄

金森運動公園の散歩道整備に携わり、今は部長として

事業を統括する立場におられる金城部長、俺のところ

に来たかという顔ですね。是非黄金森運動公園の遊歩

道についての思いを伺いたいと思います。 

○議長 玉城 勇君 経済建設部長。 

○経済建設部長 金城政光君 木橋の構造については、

健全に維持管理できています。修繕につきましても、

実は一部ありましたけれども、取替え等ですね、メー

カーのほうで行っております。 

○議長 玉城 勇君 ７番 大城 勝議員。 

○７番 大城 勝君 どうもありがとうございました。

大分成長しましたね。２か年前と。２か年前はやって

いただけるかなと思ったんですけれども、是非よろし

くお願いします。以上で私の質問を終わります。 

○議長 玉城 勇君 休憩します。 

休憩（午後３時00分） 

再開（午後３時01分） 

○議長 玉城 勇君 再開します。 

 通告書のとおり順次発言を許します。５番 金城憲

治議員。 

 

〔金城憲治議員 登壇〕 

 

○５番 金城憲治君 ありがとうございます。それで

は皆さん、改めましてこんにちは。質問の前に一言申

し上げたいと思います。医療従事者の方々はもちろん

のことですけれども、本町に勤めている職員の皆様も、

通常の業務に加え、このコロナ禍において仕事の量が

増えただとか、コロナのいろいろな支援策によって業

務の煩雑化、そういったものにすごく一生懸命頑張っ



 

ているなというふうに私個人としてはすごく感じてい

ます。改めて職員の皆様方に心より感謝申し上げたい

と思います。それでは一般質問に入りたいと思います。 

 一般質問の１、本町の公立小中学校における多目的

トイレの設置と洋式トイレの整備について。（１）本町

の公立小中学校及び公共施設にも、これからはＬＧＢ

Ｔに配慮した多目的トイレの設置が必要になると思わ

れますが、本町の見解を伺います。（２）本町の公立小

中学校の洋式トイレの整備状況を伺います。以上、よ

ろしくお願いします。 

○議長 玉城 勇君 教育長。 

○教育長 新垣吉紀君 質問事項１点目の（１）につ

いてでございます。ＬＧＢＴに配慮したトイレの必要

性については十分に認識しております。 

 （２）についてです。本町の小中学校の洋式トイレ

の整備状況ですが、南風原小学校が便器65基中、洋式

便器は45基で設置率が69.2％。津嘉山小学校が便器74

基中、洋式便器は49基で設置率が66.2％。北丘小学校

が便器93基中、洋式トイレの設置率が84.9％。翔南小

学校、便器44基中、設置率が27.3％。小学校の合計が

便器276基中、洋式便器が185基で設置率が67％です。

中学校です。南風原中学校、便器69基中、洋式設置率

が66.7％。南星中学校、便器62基中、洋式トイレの設

置率が258％。中学校の合計が便器131基中、洋式便器

が62基、設置率47.3％となっております。以上です。 

○議長 玉城 勇君 ５番 金城憲治議員。 

○５番 金城憲治君 答弁ありがとうございます。そ

れでは順次再質問していきたいと思います。現在、本

町に多目的トイレはどの程度設置されているんでしょ

うか。 

○議長 玉城 勇君 学校教育課長。 

○学校教育課長 宮良泰子さん 現在、町内の小中学

校のほうには、小学校16、中学校３という形になって

おります。19室ございます。 

○議長 玉城 勇君 ５番 金城憲治議員。 

○５番 金城憲治君 今の数字ですけれども、各小学

校、中学校の単位で教えてもらってもよろしいでしょ

うか。 

○議長 玉城 勇君 学校教育課長。 

○学校教育課長 宮良泰子さん お答えいたします。

南風原小学校が４、津嘉山小学校３、北丘小学校７、

翔南小学校２、南風原中学校３、南星中学校はゼロに

なっております。 

○議長 玉城 勇君 ５番 金城憲治議員。 

○５番 金城憲治君 公立の小中学校というところに

限定していると思いますけれども、それ以外で多目的

トイレは公共施設とかで設置されているところはない

んでしょうか。 

○議長 玉城 勇君 都市整備課長。 

○都市整備課長 宮城良武君 今の質問に対してです

ね、公共施設としては公園、都市整備課のほうで管理

しています公園のほうに多目的トイレがございます。 

○議長 玉城 勇君 ５番 金城憲治議員。 

○５番 金城憲治君 すみません、じゃあ今の公園に

設置されている箇所等をお教えしていただきたいと思

いますけれども。 

○議長 玉城 勇君 経済建設部長。 

○経済建設部長 金城政光君 お答えします。ちょっ

と今、正確な数字は言えませんけれども、各公園のト

イレの箇所には多目的トイレがあります。ちょっと古

いトイレで、本部公園は２か所ございますけれども、

古いところにはございません。基本的にはトイレをつ

くっているところには、全て、古いトイレは除いてで

すね、ほかのところは全部ございます。ただ、陸上競

技場のメインスタンドについては、ちょっとついてい

ないところもございます。基本的に各公園のトイレを

置いたところには多目的トイレも一緒にあるという形

になっております。 

○議長 玉城 勇君 ５番 金城憲治議員。 

○５番 金城憲治君 今公園以外の、例えば中央公民

館であるとか、ちむぐくる館であるとか、そういった

施設にも置いていますでしょうか。 

○議長 玉城 勇君 生涯学習文化課長。 

○生涯学習文化課長 島袋 健君 まず、中央公民館

１つ、文化センターに１つずつ設置してございます。 

○議長 玉城 勇君 休憩します。 

休憩（午後３時09分） 

再開（午後３時09分） 

○議長 玉城 勇君 再開します。５番 金城憲治議

員。 

○５番 金城憲治君 じゃあ、今、各公共施設に結構

公園とかにも多目的トイレというのが設置されている

というふうに回答をいただきました。この多目的トイ

レですけれども、どの程度の方々が利用できる範囲の

トイレというふうになっているんでしょうか。 

○議長 玉城 勇君 休憩します。 

休憩（午後３時10分） 

再開（午後３時10分） 

○議長 玉城 勇君 再開します。経済建設部長。 

○経済建設部長 金城政光君 多目的トイレは、どな

たでも利用できるという使い方です、基本的にはです

ね。先ほどのトイレの設置の件ですけれども、ちょっ



 

と条例の名前は忘れましたけれども、円滑な移動をど

うのこうのするという法律がございますけれども、そ

れに基づいて、これから今つくるようなトイレとかは

全て多目的トイレが一緒に、ひっつかないといけない

ようなことになっていますので、新しい施設は全部つ

いているものと考えております。 

○議長 玉城 勇君 ５番 金城憲治議員。 

○５番 金城憲治君 ありがとうございます。今、多

目的というところであれなんですけれども、最近では

よく、みんなのトイレとか誰でもトイレとか多機能ト

イレとかというふうによく言われているみたいです。

そういった形にするとですね、障害者の有無とか年齢

差別、国籍、人種などにかかわらず誰も使いやすいよ

うに、使えるようなトイレというふうになっています。

今までは車椅子の方を優先的にしたようなトイレだっ

たのかもしれませんけれども、実際はベビーベッドで、

お母さんがベビー車を押しながらそこで一緒にトイレ

に入れたりとか、そこでおむつが交換できたりとか、

そういったようなものが最近は言われています。やっ

ぱりこの小さい子供さんとか、そういったものに限ら

ず、先ほど申し上げた性的なＬＧＢＴの方々にも、す

ごく躊躇される方々も広く利用していただけるという

のが多機能とか、みんなのトイレとかと言われている

んですけれども、最近オストメイトという言葉を聞い

たんですが、振興課のほうで、この言葉ご存じですか。 

○議長 玉城 勇君 経済建設部長。 

○経済建設部長 金城政光君 はい、オストメイトの

設置についても、これもちょっと公園等の場合はその

規模によってこの設置を義務づけるところと、そうで

ないところがございます。それに従って役場のほうで

も新しい施設をつくる場合は設置しているものと考え

ております。 

○議長 玉城 勇君 ５番 金城憲治議員。 

○５番 金城憲治君 ありがとうございます。そのオ

ストメイトというのは公園の規模によって設置義務で

あったり、そうでなかったりということがあるという

ことでよろしいですかね。はい。また何ですかね、広

く医療も発達していて、人工肛門であるとか人工膀胱

であるとか、そういった方がも普通に日常的な生活が

できるような状況になってきています。そういった方々

は外に出るのがすごくおっくうであったりとか、それ

は何かというと、トイレの問題が非常にウエートが大

きいというふうに言われています。そういった方々も

日頃の健康とか、外に出ることによってすごく健康で

あったり、そういったことをもらえるというんですか、

そういったものも一つの効果があると思いますので、

もし今後、是非オストメイトとかも可能な多機能型の

トイレの拡充をできれば増やしていけたらと思ってい

ます。また、学校においてもＬＧＢＴのお子さんであっ

たりとか、もしくは教職員の方々もひょっとしたらい

らっしゃるかもしれません。そういった中ですごく職

場の環境という部分も考えた上で多目的、多機能的な

トイレというのは必要ではないかと考えていますけれ

ども、今、南星中学校には一つもないというふうに回

答をいただきました。今後、多目的のトイレ、必要性

については認識しているというふうに先ほど答弁があ

りましたけれども、何かしら、どのような方向性で、

例えば設置を事業化していきますとか、そういったも

のってあるのでしょうか。 

○議長 玉城 勇君 教育部長。 

○教育部長 金城郡浩君 多目的トイレ、多機能のト

イレについて、またそれからＬＧＢＴの部分も含めて

ではあるんですけれども、今現在、必要性というもの

は我々のほうはきちんと認識して、整備ができるよう

にということでいろいろ情報を整理しています。ただ、

物理的な空間であるとかその辺の問題もありますので、

新しい施設を整備する際とか、また大きな事業で、大

規模改修であるとか、そういうふうな場合をもって、

そういう計画も進めていければというふうに今考えて

います。また先ほど経済建設部長のほうからもありま

したが、新規に新しい施設を計画する際には、そういっ

た施設については計画をしっかり検討して、設置でき

るようにしていきたいと考えています。 

○議長 玉城 勇君 ５番 金城憲治議員。 

○５番 金城憲治君 ありがとうございます。必要性

はすごく認識していらっしゃって、今後またきちんと

取り組んでいきたいという回答でしたので、非常に心

強く感じております。やっぱり何と言うんでしょうか、

南星中学校においては一つもないという現状からする

と、結構急ぐべきものなのかなというふうに考えてい

ます。今、部長のほうでは大規模改修であったりとか

というふうにおっしゃっていましたが、南星中学校の

体育館も避難施設として指定されていたりとか、そう

いったものがありますので、例えば防災機能強化事業

とかの補助金、そういったものをうまく活用しながら、

できれば早急に一つ体育館の横にそういった形で設置

ができるとか、そういったものを是非検討していただ

けたらと思いますが、いかがでしょうか。 

○議長 玉城 勇君 教育部長。 

○教育部長 金城郡浩君 その辺については、こちら

のほうで再度現状の把握に努めまして、補助金とか財

政のほうとも相談をしながら検討を進めていきたいと



 

思います。 

○議長 玉城 勇君 ５番 金城憲治議員。 

○５番 金城憲治君 ありがとうございます。是非ご

検討していただいて、いろんな補助金とかがあるかも

しれませんので、是非お願いしたいと思います。 

 次に学校の洋式率でありますけれども、先ほどの、

答弁において、数字を足してですね、南風原町の公立

小学校における洋式の設置率、平均すると60.68％とい

うふうになります。県の平均が68％だったかな。そう

ですね、県の平均が68.4％となっています。数字から

見ると、洋式率としてはすごく高い数字なのかなとい

うふうに私個人的には思っています。ただ、その内訳

として、先ほどもおっしゃったように、翔南小学校が

27％、南星中学校においては25％、そのほかの学校も

約70％近くが洋式化されていますという現状があると

思いますが、その現状についてはどのように考えてい

ますでしょうか。 

○議長 玉城 勇君 教育総務課長。 

○教育総務課長 比嘉純子さん お答えします。学校

別にちょっとばらつきがあるのはですね、大規模改修

を行った学校については設置率が高いということになっ

ております。今後、低いところに関しましては前向き

に検討させていただきたいと思っております。 

○議長 玉城 勇君 ５番 金城憲治議員。 

○５番 金城憲治君 確かに今おっしゃっていただき

ました、ありがとうございます。以前も、何年か前に

も同じような質問があったかと思いますけれども、そ

のときから余り数字がほとんど変わっていないのかな

というふうに感じています。そのときもたしか、恐ら

く北丘小学校の改修工事が終わった後のことだと思い

ますけれども、前向きにきちんと検討していきますと

いうことがあるんですが、それからあまり進捗されて

いないという現状の要因としてはどのようなものが考

えられるんでしょうか。 

○議長 玉城 勇君 教育総務課長。 

○教育総務課長 比嘉純子さん お答えいたします。

それ以降の洋式化については壊れたときとか、大規模

なトイレの改修が必要になったときに、随時洋式化に

向けて検討して、導入していきたいという考えから行っ

ております。 

○議長 玉城 勇君 ５番 金城憲治議員。 

○５番 金城憲治君 これは私個人の客観的な意見に

なりますけれども、やっぱり教育環境の格差があるの

ではないかというふうにすごく感じます。今、どこの

家庭でも和式という形のトイレというのはほとんどな

くなっていて、子供たち、特に平成の後半生まれの子

供たちについてはほとんど洋式で育ってきているとい

う環境だと思います。確かに和式は、私たちもすごく

使いづらいですし、洋式のようがすごく楽でもありま

す。そういった部分からすると、教育の環境的な面か

らすれば、同じ町内でそういった格差があるというの

は少し何かしら影響がないとは言い切れないんじゃな

いかなと思っています。学校のトイレが乱暴に使われ

たり、清掃、目が届いていないこともあって、多くの

子供たちが５Ｋというんですかね、暗い、臭い、汚い、

怖い、壊れているというふうに揶揄されるという状況

があります。これはほとんど和式のトイレが多分そう

いうふうになっているのかなと思います。何と言うん

ですか、そういった教育的な環境の面から何かしら効

果はあると思うので、是非このトイレの、今弱い翔南

小学校とか南星中学校の改修については、何かしら事

業計画を考えていただきたいと思っています。もしト

イレが洋式化されて、子供たちへの効果というのはど

ういうことなのかなと言ったらですね、子供たちがト

イレに愛着というんですか、自分たちもトイレを造る

ときにこういったトイレにしてくださいとか、そういっ

たものを学校側と生徒と本町の学校教育課の皆さんで

こういったトイレを造っていきましょうとか、そういっ

たきちんとした話合いを持った上でトイレを造ってい

ただきたいというのがあって、そういったふうにする

と効果的にはやっぱり、子供たちの意識がたかるとい

うか、トイレに愛着、大切に使うようになったりとか、

あとはトイレだけではなくて、校舎全体もすごくきれ

いに、大切に使うというふうになっています。教職員

によってはそれは喜ばしいことなのかなと思います。

先ほども言ったように洋式化だと、学校整備事業の補

助金とかというのも活用されて、何とかやっていただ

けたらというふうにも思っています。全額補助ではな

いので、また厳しいという状況はありますけれども、

子供たちの教育環境を考えた場合、本町の予算の１％、

もしくは0.5％でも構いませんので、一気にやるという

ことではなくて、一つの箇所から毎年一つずつ改善し

ていこうとか、そういった何かしらの計画を立ててほ

しいというふうに要望したいのですが、いかがでしょ

うか。 

○議長 玉城 勇君 教育長。 

○教育長 新垣吉紀君 まさに耳の痛い話といいます

か、今議員が今回質問されて、改めて翔南小、南星中

の洋式率の低さを痛感しております。まさにおっしゃ

るとおり、全て一遍にということはかなり厳しいと思

うんですけど、少なくとも町内の平均値ぐらいまでは、

とにかく毎年でも財政と調整しまして、まずは多目的



 

トイレというのは厳しいかもしれませんけれども、洋

式化に向けては取り組んでいきたいと思いますので、

ご理解のほどをよろしくお願いします。 

○議長 玉城 勇君 ５番 金城憲治議員。 

○５番 金城憲治君 教育長ありがとうございます。

子供たちにもすごくいい環境になれるように、私自身

もいろんなことを勉強しながら、一緒に取り組んでい

けたらと思っています。すごく前向きな回答をいただ

きましたので、ありがとうございます。これで一般質

問を終わります。 

○議長 玉城 勇君 以上で本日の日程は、全部終了

しました。本日は、これで散会します。 

 

散会（午後３時26分） 
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